
       

令
和
二
年
度 

   

高
山
市
近
代
文
学
館
調
査
・
研
究
報
告
書 

     

令
和
三
年
三
月 

 
 
 
 
 

 
一
般
社
団
法
人 

高
山
市
文
化
協
会 

 



 



序 

 
一
般
社
団
法
人 

高
山
市
文
化
協
会
は
、
高
山
市
か
ら
委
託
を
受
け
て
、
郷
土
に
係
わ
り
の
あ

る
文
学
作
品
を
収
集
・
調
査
し
て
、
作
者
の
功
績
と
と
も
に
「
高
山
市
近
代
文
学
館
調
査
・
研
究

報
告
書
」
に
ま
と
め
、
市
民
の
皆
様
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

 

明
治
後
期
の
俳
諧
の
世
界
で
は
新
傾
向
俳
句
が
主
流
に
な
り
、
一
層
俳
句
が
広
く
普
及
し
盛
ん

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
柚
原
畦
菫
・
中
谷
芋
ノ
子
・
瀧
井
折
柴
が
「
深
山
会
」
を
結
成

し
、
お
互
い
が
俳
句
に
没
頭
し
て
い
ま
し
た
。
明
治
四
十
二
年
、
当
時
の
俳
句
界
で
は
第
一
人
者

の
河
東
碧
梧
桐
が
、
連
載
記
事
「
続
一
日
一
信
」
の
取
材
旅
行
中
に
高
山
に
立
ち
寄
り
、
そ
れ
を

機
に
町
内
の
有
志
が
集
い
盛
大
な
歓
迎
句
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
明
治
四
十
五
年
の
「
日

本
の
山
水
」
の
取
材
の
際
に
も
来
高
し
歓
迎
句
会
が
催
さ
れ
る
な
ど
、
飛
騨
と
中
央
で
活
躍
す
る

俳
人
と
の
交
流
が
深
ま
る
大
き
な
契
機
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
回
の
「
高
山
市
近
代
文
学
館
企
画
展
」
で
は
、「
明
治
時
代
後
期
の
俳
句
会
」
と
題
し
て
、
高

山
市
名
誉
市
民
「
瀧
井
孝
作
」
の
著
書
『
俳
人
仲
間
』
第
一
部
「
飛
騨
高
山
に
て
」
及
び
第
四
部

「
出
郷
」
か
ら
、
本
文
に
出
て
く
る
主
な
顔
ぶ
れ
や
、
中
央
俳
壇
へ
の
投
稿
な
ど
を
基
に
、
当
時

の
俳
句
会
の
様
子
を
、
作
品
と
調
査
資
料
に
よ
っ
て
紹
介
し
ま
し
た
。 

 

令
和
三
年
三
月 

一
般
社
団
法
人 

高
山
市
文
化
協
会
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第
三
十
二
回 

近
代
文
学
館
企
画
展 

「
明
治
時
代
後
期
の
俳
句
会
」 

令
和
三
年
二
月
二
十
日(

土)

～
二
十
一
日(

日) 

於 

高
山
市
図
書
館
「
煥
章
館
」 
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明
治
時
代
後
期
の
俳
句
会
の
様
子

第
一
章 
実
際
の
俳
句
会
の
流
れ 

 

明
治
中
期
に
、
正
岡
子
規
に
よ
っ
て
革
新
さ
れ
た
俳
句
は
、

明
治
後
期
に
な
っ
て
高
山
で
も
広
く
普
及
し
ま
し
た
。
俳
句

結
社
が
い
く
つ
も
興
り
、
市
内
の
各
所
で
俳
句
会
が
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

俳
句
会
に
お
い
て
は
、
事
前
に
兼
題
が
示
さ
れ
て
お
り
、

参
加
者
に
は
投
句
用
紙
が
配
ら
れ
ま
す
。
投
句
用
紙
は
短
冊

状
に
な
っ
て
お
り
、
数
枚
渡
さ
れ
ま
す
（
会
の
時
に
兼
題
が

示
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）。 

 

以
降
に
実
際
の
俳
句
会
の
流
れ
を
説
明
し
ま
す
。 

 

投 

句 

 

投
句
と
は
、
自
作
の
句
を
提
出
す
る
こ
と
で
す
。 

 

参
加
者
は
、
投
句
用
紙
に
自
作
の
句
を
書
き
、
無
記
名
で

幹
事
へ
提
出
し
ま
す
。 

 

清 

記 

 

清
記
と
は
、
投
句
さ
れ
た
句
が
誰
の
も
の
で
あ
る
か
分
か

ら
な
く
な
る
よ
う
に
、
別
の
紙
に
書
き
写
す
こ
と
で
す
。 

 

全
員
の
投
句
が
済
ん
だ
ら
、
幹
事
は
全
員
の
投
句
用
紙
を

混
ぜ
合
わ
せ
、
参
加
者
全
員
に
配
り
な
お
し
ま
す
。
一
人
あ

た
り
に
配
ら
れ
る
数
は
、
投
句
数
と
同
数
と
な
り
ま
す
。 

 

更
に
、
各
人
に
清
記
用
紙
が
配
ら
れ
、
用
紙
番
号
が
振
ら

れ
ま
す
。
通
常
は
主
宰
者
が
一
番
で
、
右
回
り
に
二
番
、
三

番
と
番
号
を
記
入
し
ま
す
。 

 

次
に
、
配
ら
れ
た
投
句
用
紙
の
俳
句
を
、
手
元
の
清
記
用

紙
に
丁
寧
に
書
き
写
し
ま
す
。（
誤
字
な
ど
が
あ
っ
て
も
そ

の
ま
ま
書
き
写
し
ま
す
） 

 

［
清
記
の
例
］ 

 

※
句
の
作
者
名
は
後
か
ら
書
き
加
え
た
も
の 

選 

句 

 

選
句
と
は
、
投
句
さ
れ
た
句
の
中
か
ら
、
自
分
の
作
品
以

外
で
よ
い
と
思
う
も
の
を
選
び
出
し
投
票
す
る
こ
と
で
す
。 

 

ま
ず
、
自
分
の
書
い
た
清
記
用
紙
の
中
に
気
に
入
る
句
が

あ
れ
ば
、
そ
れ
を
書
き
出
し
ま
す
。（
こ
の
時
、
清
記
用
紙

番
号
も
控
え
ま
す
） 

 

次
に
手
元
の
清
記
用
紙
を
左
隣
り
へ
回
し
、
右
隣
の
人
の

人
か
ら
次
の
清
記
用
紙
を
受
け
取
り
、
ま
た
気
に
入
る
句
を

書
き
出
し
ま
す
。 

 

こ
れ
を
繰
り
返
し
、
全
て
の
清
記
用
紙
が
一
周
し
た
ら
、

清
記
用
紙
を
幹
事
さ
ん
が
回
収
し
ま
す
。 

 

書
き
出
し
た
句
の
中
か
ら
、
規
定
数
を
選
び
、
清
記
用
紙

番
号
順
に
選
句
用
紙
に
記
入
し
、
幹
事
さ
ん
へ
提
出
し
ま
す
。 

 

な
お
、
回
覧
さ
れ
た
清
記
用
紙
の
自
分
の
句
に
誤
字
な
ど

が
あ
っ
た
場
合
は
、
こ
の
時
に
赤
字
で
訂
正
し
ま
す
。
訂
正

箇
所
に
つ
い
て
は
、
回
収
後
に
幹
事
さ
ん
が
発
表
し
ま
す
。 
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［
選
句
の
例
］ 

 

 

披 

講 

 

披
講
と
は
、
選
句
さ
れ
た
句
を
読
み
上
げ
る
こ
と
で
す
。

声
の
良
い
人
が
行
い
ま
す
。 

 

披
講
者
は
、
①
披
講
者
自
身
の
選
句
、
②
一
般
参
加
者
の

選
句
、
③
主
宰
者
の
選
句
の
順
に
読
み
上
げ
ま
す
。 

 

披
講
の
際
に
自
分
の
句
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
時
は
、
大
き

な
声
で
自
分
の
俳
号
を
名
乗
り
ま
す
。
多
く
の
人
に
選
ば
れ

れ
ば
、
何
度
も
俳
号
を
名
乗
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

幹
事
は
、
披
講
で
読
み
上
げ
ら
れ
た
句
の
作
者
を
別
の
用

紙
に
勘
定
し
、
優
秀
者
の
決
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

 

選 

評 

 

選
評
と
は
、
主
宰
者
が
投
句
さ
れ
た
一
つ
一
つ
の
句
に
対

し
て
、
評
や
助
言
を
行
う
こ
と
で
す
。 

 

通
常
は
主
宰
者
が
行
い
ま
す
が
、
著
名
な
人
物
を
招
い
た

句
会
な
ど
で
は
、
招
待
者
が
選
評
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
披
講
の
際
に
も
招
待
者
の
選
句
が
最
後
に
読
み
上
げ

ら
れ
ま
す
。 

 

［
得
票
用
紙
の
例
］
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第
二
章 

瀧
井
孝
作
著
『
俳
人
仲
間
』「
飛
騨
高
山
か
ら
」「
出
郷
」
抜
粋 

明
治
四
十
二
年 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

柚
原
畦
菫
・
中
谷
芋
ノ
子
・
瀧
井
折
柴
の
三
人
で
句
会
「
深
山
会
」

を
つ
く
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
の
頃
、
花
蔭
会
・
雲
橋
社
と
い
う
旧
派
の
社
中
が
存
在 

  
 

七
月
十
五
日 

 
 

河
東
碧
梧
桐
、
紀
行
『
続
一
日
一
信
』
の
旅
行
中
高
山
に
逗
留
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

宿
舎
「
ひ
ら
の
や
」、
住
伊
書
店
で
柚
原
畦
菫
が
碧
梧
桐
と
出
会
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

当
日
住
伊
書
店
が
『
飛
州
志
』
を
刊
行
し
、
河
東
碧
梧
桐
購
入
。 

  
 

七
月
十
六
日
夕
刻 

河
東
碧
梧
桐
の
歓
迎
句
会
を
開
催 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

会
場 

 

洲
岬
屋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

席
題 

 

納
涼
二
句 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

参
加
者 

永
田 

不
及(

永
田 

吉
右
衛
門) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
森 

秋
良(

小
森 

文
助) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
森 

耳
風(

小
森 

春
雄) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

伊
東 

清
秋(

伊
藤 

仙
十
郎) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

杉
下 

守
中(

杉
下 

元
次
郎) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

西
本 

小
夢(

西
本 

達
郎) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

福
田 

鋤
雲(

福
田 

吉
郎
兵
衛) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

柚
原 

淇
澳(

柚
原 

熊
造) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

長
瀬 

壺
仙(

長
瀬 

茂
八
郎) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
野 

東
洲(

小
野 

松
次) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

柿
下 

青
緑(

柿
下 

清
六) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

田
中 

林
崖(

田
中 

貢
太
郎) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

菅
田 

十
歩 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

長
尾 

桃
雨(

長
尾 

新
六) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

上
木 

象
雨(

上
木 

捨
三) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

真
木 

帆
逸(

真
木 

半
一
郎) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

赤
保
木
竹
友(

赤
保
木
寅
之
助) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

勇 
 

桂
雪(

勇 
 

伊
助) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

住 
 

広 
(

住 
 

広
造) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

柚
原 

畦
菫(

柚
原 

畦
三) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
谷
芋
ノ
子(

中
谷 

久
次
郎) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

瀧
井 

折
柴(

瀧
井 

孝
作) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

日
下
部
雨
外 

  
 

七
月
十
六
日
夜 

 

本
日
の
出
題
一
題
二
句
で
は
物
足
り
な
い
の
で
、
明
日
河
東
碧
梧

桐
先
生
の
指
導
を
得
る
た
め
、
勇
寿
司(

勇 

桂
雪
宅)

に
集
ま
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

会
場 

 

勇
寿
司 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

席
題 

 

合
歓
の
花 

十
句 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

参
加
者 

柚
原 

畦
菫 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
谷
芋
ノ
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

瀧
井 

折
柴 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

勇 
 

桂
雪 
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七
月
十
七
日
昼 

 

昨
夜
作
っ
た
「
合
歓
の
花
」
十
句
に
河
東
碧
梧
桐
先
生
か
ら
の
指

導
を
得
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

会
場 

 

住
佐 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

参
加
者 

柚
原 

畦
菫 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
谷
芋
ノ
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

瀧
井 

折
柴 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
西
本 

小
夢 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
伊
東 

清
秋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

福
田 
鋤
雲 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

○
御
判
戴
く
椽
静
か
さ
や
合
歓
の
花 

 
 

 

畦
菫 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ヽ
御
山
曇
り
結
願
の
日
を
合
歓
の
散
る 
 

 

同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ヽ
葉
柳
や
高
楼
に
寝
て
出
舟
待
つ 
 

 
 

 

同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

○
葉
柳
や
水
濁
す
子
等
川
上
に 

 
 

 
 

 

芋
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ヽ
合
歓
の
花
子
等
辷
る
岩
公
園
に 

 
 

 
 

同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ヽ
女
獲
島
の
記
読
む
日
頃
や
合
歓
垂
る
る 

 

折
柴 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ヽ
合
歓
の
花
繭
干
す
庭
の
か
す
み
け
り 

 
 

同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

○
漁
暦
に
な
き
赤
汐
や
夏
柳 

 
 

 
 

 
 

同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ヽ
葉
柳
の
月
紫
蘇
畑
の
真
黒
な 

 
 

 
 

 
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

○
葉
柳
や
朝
靄
に
打
つ
紙
砧 

 
 

 
 

 
 

鋤
雲 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

句
評
の
後
自
作
二
題
を
半
紙
一
枚
に
六
朝
風
の
字
で
書
か
れ
た 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

分
水
起
工
水
量
る
頃
や
夏
柳 

 
 

 
 

 

碧 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

葉
柳
に
書
肆
あ
り
て
客
も
掬
む
辻
井 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

折
柴
の
白
扇
に
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

子
を
叱
る
さ
ま
で
も
と
思
ふ
瓜
の
宿 

 
 

碧 

 

 
 

七
月
十
六
日 

洲
岬
屋
で
の
会
席
順 

    

瀧
井
折
柴
（
15

歳
） 

中
谷
芋
ノ
子
（
20

歳
） 

柚
原
畦
菫
（
20

歳
） 

河
東
碧
梧
桐
（
36

歳
） 

（
空
席
） 

永
田
不
及
（
36

歳
） 

小森秋良(55 歳) 

小森耳風(30 歳) 

伊東清秋(？歳) 

杉下守中(41 歳) 

西本小夢(42 歳) 

福田鋤雲(41 歳) 

日下部雨外(60 歳) 

柚原淇澳(34 歳) 

長瀬壺仙(40 歳) 

小野東洲(？歳) 

柿下青緑(33 歳) 

田中林崖(43 歳) 

菅田十歩(22 歳) 

長尾桃雨(35 歳) 

上木象雨(？歳) 

真木帆逸(25 歳) 

赤保木竹友(？歳) 

勇 桂雪(31 歳) 

住 広造(29 歳) 
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第
三
章 

明
治
後
期
の
飛
騨
の
俳
句
結
社 

花
蔭
会[
か
い
ん
か
い] 

明
治
二
十
二
年(

一
八
八
九)

頃
、
高
山
町
前
越
旭
州
の
提
唱
に
依
っ
て
創
立
さ
れ
た
俳
壇
で
、
漸
次
隆
盛
と
な
り
明
治
四
十
三
年
一
月
を
以
て
、
月
次
句
会
百
五

十
回
記
念
句
碑
を
大
隆
寺
に
建
て
た
。（
句
碑
背
面
）
我
が
花
陰
会
は
明
治
二
十
二
年
に
起
こ
り
今
年
四
十
三
年
一
月
を
以
亭
其
第
一
百
五
十
回
を
開
く
に
至
る
茲

に
同
人
相
謀
り
句
碑
を
建
設
し
以
て
記
念
と
な
す
。
需
に
應
し
伊
藤
松
宇
書
。
明
治
四
十
三
年
四
月
花
陰
会
主
唱
者
長
尾
桃
雨
、
勇
伊
助…

(

略)

。 

明
治
四
十
三
年
五
月
二
十
五
日
、
五
松
庵
不
及
宗
匠
の
立
机
式
を
東
照
宮
社
務
所
に
て
執
行
し
、
五
松
庵
立
机
披
露
句
集
を
発
行
し
た
。
句
集
千
八
百
余
名
一

万
四
千
句
に
及
ぶ
盛
況
で
あ
っ
た
。
大
正
四
年
十
月
、
花
陰
会
月
次
句
会
二
百
回
記
念
に
城
山
正
雲
寺
に
芭
蕉
古
池
の
句
碑
を
建
て
た
。
大
正
七
年
二
月
不
及
宗

匠
歿
し
稍
衰
え
た
が
、
昭
和
五
年
六
月
茶
仏
庵
壺
仙
其
の
統
を
嗣
ぎ
立
机
式
を
行
っ
た
。 

【
高
山
市
史
下
巻
】 

 

雲
橋
社[

う
ん
き
ょ
う
し
ゃ] 

幕
末
紛
乱
の
世
に
際
し
、
雲
橋
社
の
耆
宿
前
後
調
謝
し
て
、
社
運
漸
く
哀
頽
に
傾
い
た
が
、
加
藤
趬
翁
独
恬
淡
と
し
て
社
童
と
共
に
残
燈
を
守
り
俳
諧
の
維
持

に
努
め
て
来
た
。
斯
く
て
明
治
初
期
を
過
ぎ
て
文
運
漸
く
振
興
し
、
桃
村
・
周
可
・
小
湖
・
枘
齊
等
相
次
ぎ
て
社
中
の
人
と
な
っ
た
。 

明
治
十
九
年
福
田
蕉
滴
県
会
議
員
と
し
て
岐
阜
市
に
往
来
し
た
が
、
時
の
知
事
小
崎
我
々
亭
蕉
滴
に
勧
め
て
獅
子
門
道
統
第
十
七
世
棚
橋
碌
翁
の
門
に
入
ら
し

め
た
。
爾
来
蕉
滴
・
原
長
松
・
上
木
可
中
・
日
下
部
雨
外
・
古
島
夕
景
・
柿
下
得
園
・
野
中
井
蛙
等
と
語
ら
い
瓢
箪
会
を
組
織
し
、
時
々
俳
莚
を
開
い
た
。 

然
か
し
適
当
な
指
導
者
が
な
い
の
で
、
趬
翁
に
請
い
て
雲
橋
社
第
四
世
の
立
机
式
を
挙
け
し
め
た
。 

奥
村
野
秋
歿
後
雲
橋
社
文
机
空
し
く
庫
中
に
藏
せ
ら
れ
る
こ
と
茲
に
三
十
二
年
、
終
始
正
風
俳
統
を
死
守
し
て
来
た
趬
翁
・
掃
月
の
功
績
を
思
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
明
治
二
十
四
年
十
二
月
二
十
四
日
可
中
庵
に
於
て
瓢
箪
会
の
納
会
を
開
き
、
席
上
掃
月
・
雨
外
を
双
方
の
代
表
と
し
、
瓢
箪
会
を
雲
橋
社
に
併
合
す
る
議
を

決
し
、
爾
来
毎
月
二
、
三
回
俳
席
を
開
い
て
研
究
を
継
続
し
た
。 

【
高
山
市
史
下
巻
】 

 

深
山
会[

し
ん
ざ
ん
か
い 

又
は 

み
や
ま
か
い] 

明
治
四
十
二
年
に
、
柚
原
畦
菫
・
中
谷
芋
ノ
子
・
瀧
井
折
柴
の
三
人
で
作
っ
た
俳
句
会
。 

『
日
本
俳
句
鈔
』
の
中
か
ら
好
き
な
句
、
難
解
な
句
を
各
自
何
句
か
持
出
し
て
、
そ
の
句
評
検
討
の
回
覧
雑
誌
を
作
り
、
一
句
一
句
に
つ
き
順
に
感
想
を
書
き
込
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み
、
三
人
だ
け
で
回
覧
し
た
。 

 

【
瀧
井
孝
作
『
俳
人
仲
間
』
よ
り
抜
粋
】 

実
際
の
回
覧
用
紙
［
芋
ノ
子
出
題
］ 

 
 

 
 

 
 

『
日
本
俳
句
鈔
』 
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深
山
会
の
句
作 
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第
四
章 

明
治
四
十
二
年
七
月
十
六
日
碧
梧
桐
歓
迎
句
会
出
席
者
の
経
歴(

二
十
三
名) 

河
東 
碧
梧
桐[

か
わ
ひ
が
し
へ
き
ご
と
う] 

明
治
六
年(

一
八
七
三)

二
月
二
十
六
日
～
昭
和
十
二
年(

一
九
三
七)

十
二
月
一
日 

俳
人
。
松
山
市
生
ま
れ
。
名
は
秉
五
郎
。 

正
岡
子
規
に
師
事
し
俳
句
革
新
運
動
に
加
わ
る
。
明
治
三
十
六
年(

一
九
〇
三)

ご
ろ
か
ら
新
傾
向
俳
句
へ
進
む
。
旧
習
打
破
、
真
実
探
求
、
個
性
拡
充
の
時
代
の

風
潮
に
刺
激
さ
れ
全
国
を
風
靡
す
る
。
四
十
二
年(

一
九
〇
九)

七
月
、
続
三
千
里
の
旅
の
途
中
、
信
州
松
本
か
ら
高
山
へ
来
て
若
き
日
の
瀧
井
孝
作
と
出
会
い
、
孝

作
は
歓
迎
句
会
で
認
め
ら
れ
る
。
四
十
五
年(

一
九
一
二)

に
も
再
訪
し
高
山
の
俳
句
界
に
影
響
を
与
え
る
。
四
十
四
年(

一
九
一
一)

俳
誌
『
海
紅
』
を
創
刊
。
著
書

『
碧
梧
桐
俳
句
集
』『
新
俳
句
』。(
日
本
歴
史
人
物
事
典) 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

 

永
田 

吉
右
衛
門[

な
が
た
き
ち
え
も
ん] 

明
治
六
年(

一
八
七
三)

八
月
十
五
日
～
大
正
七
年(

一
九
一
八)

二
月
二
十
六
日 

初
代
高
山
町
長
・
富
商
。
高
山
の
人
。
道
俊
の
子
。
幼
名
は
尚
次
。
号
を
不
及
・
五
松
庵
。
高
山
町
長
三
期
、
大
野
郡
会
議
員
、
衆
議
院
議
員
を
務
め
政
界
で
重

き
を
な
す
。
ま
た
飛
騨
銀
行
頭
取
を
始
め
濃
飛
農
工
銀
行
、
飛
騨
電
灯
会
社
な
ど
の
重
役
。
俳
句
、
茶
道
、
弓
道
な
ど
を
多
趣
味
で
、
俳
句
で
は
花
陰
会
の
一
世
宗

匠
と
な
る
。 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

 

柚
原 

畦
菫[

ゆ
は
ら
け
い
き
ん] 

明
治
二
十
二
年(

一
八
八
九)

十
一
月
二
十
七
日
～
明
治
四
十
四
年(

一
九
一
一)

八
月
十
九
日 

俳
人
。
高
山
の
人
。
畦
三
と
称
す
る
。
畠
太
郎
の
五
男
で
柚
原
吉
右
衛
門
の
養
子
。
花
蔭
会
の
俳
人
で
、
瀧
井
孝
作
に
俳
句
の
手
ほ
ど
き
を
す
る
。
入
営
後
、
朝

鮮
の
咸
南
道
の
憲
兵
守
備
隊
に
転
属
し
現
地
で
死
去
。 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

 

瀧
井 

孝
作[

た
き
い
こ
う
さ
く] 

 

明
治
二
十
七
年(

一
八
九
四)

四
月
四
日
～
昭
和
五
十
九
年(

一
九
八
四)

十
一
月
二
十
一
日 

小
説
家
・
文
化
功
労
者
。
高
山
町
空
町(

現
大
門
町)

生
ま
れ
で
東
京
都
八
王
子
市
に
居
住
。
号
は
折
柴
。 
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河
東
碧
梧
桐
に
師
事
し
俳
句
の
道
に
入
っ
た
。
大
正
八
年(

一
九
一
九)

時
事
新
報
記
者
に
な
り
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
芥
川
竜
之
介
、
志
賀
直
哉
ら
の
知
遇
を
得
て
文

筆
活
動
が
旺
盛
と
な
り
『
飛
騨
高
山
』
な
ど
の
短
篇
小
説
や
随
筆
を
次
々
に
発
表
。
昭
和
二
年(

一
九
二
七)

代
表
作
『
無
限
抱
擁
』
発
表
。
『
野
趣
』
で
読
売
文
学

賞(

昭
和
四
十
三(

一
九
六
八))

。 

『
俳
人
仲
間
』
で
日
本
文
学
大
賞(

昭
四
九(

一
九
七
四))

。
作
品
は
「
瀧
井
文
学
」
と
評
さ
れ
、
ト
ツ
ト
ツ
と
し
た
中
に
も
独
特
の
味
わ
い
を
持
つ
。
昭
和
十
年

(

一
九
三
五)

の
芥
川
賞
創
設
か
ら
五
十
六
年(

一
九
八
一)

ま
で
選
考
委
員
を
務
め
た
。
俳
句
を
生
涯
の
友
と
し
『
瀧
井
孝
作
全
句
集
』
な
ど
が
あ
る
。
高
山
の
観
光

ポ
ス
タ
ー
に
用
い
る
「
飛
騨
高
山
」
の
文
字
な
ど
六
朝
風
の
書
法
で
も
知
ら
れ
る
。
日
本
芸
術
院
会
員(

昭
三
四)

。
高
山
市
名
誉
市
民(

昭
四
六)

。
文
化
功
労
者(

昭

四
九)

。
勲
二
等
瑞
宝
章(
昭
五
〇)

。
八
王
子
市
名
誉
市
民(

昭
五
〇)

。(

高
山
市
史) 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

 

小
森 

文
助[

こ
も
り
ぶ
ん
す
け] 

安
政
一
年(

一
八
五
四)

八
月
十
四
日
～
昭
和
三
年(

一
九
二
八)

四
月
一
六
日 

高
山
の
富
商
。
小
森
家
八
代
目
。
屋
号
は
大
阪
屋
。
号
は
菊
径
・
秋
良
。
川
上
猷
の
弟
で
、
七
代
治
兵
衛
の
没
後
養
子
と
な
る
。
明
治
二
十
一
年(

一
八
八
八)

に

開
業
し
た
高
山
銀
行
の
発
起
人
の
一
人
。
高
山
の
祭
り
屋
台
「
五
台
山
」
を
大
修
理
し
た
時
、
幸
野
媒
嶺
下
絵
の
竜
昇
天
図
繍
帳
見
送
の
費
用
を
拠
出
。 

 

 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

 

小
森 

耳
風[

こ
も
り
じ
ふ
う] 

明
治
十
二
年(

一
八
七
九)

～
昭
和
十
九
年(

一
九
四
四)

十
二
月
十
九
日 

山
桷
会
の
俳
人
・
酒
造
業
。
高
山
二
之
町
生
ま
れ
。
通
称
は
春
雄
。
高
山
町
議
会
議
員
。
同
収
入
役
な
ど
歴
任
。 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

 

伊
東
清
秋[

い
と
う
せ
い
し
ゅ
う] 

生
年
不
詳
～
昭
和
十
八
年(

一
九
四
三)

四
月 

俳
人
で
雲
橋
社
九
世
宗
匠
。
高
山
下
一
之
町
の
人
。
吉
島
掃
月
の
弟
子
。
昭
和
六
年
六
月
二
十
一
日
に
立
机
式
。 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

 

杉
下 

守
中[

す
ぎ
し
た
し
ゅ
ち
ゅ
う] 

明
治
一
年(

一
八
六
八)

六
月
二
十
八
日
～
昭
和
二
十
年(

一
九
四
五)

十
月
十
六
日 
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画
家
。
国
府
村
宇
津
江
生
ま
れ
で
高
山
市
島
川
原
町
に
居
住
。
木
翁
の
長
男
。
本
名
は
元
次
郎
。
号
を
石
泉
。
字
は
真
道
。
高
山
学
校
師
範
学
科
卒
。
明
治
十
九

年
金
桶
小
学
校
長
。
二
十
三
年
ご
ろ
家
業
の
材
木
商
を
継
い
だ
が
、
四
十
五
年
に
家
業
を
や
め
て
画
と
漢
詩
に
専
念
。
京
都
の
前
川
文
嶺
に
北
画
を
学
び
、
南
画

に
転
じ
て
か
ら
は
独
学
。
中
央
の
書
家
や
画
家
に
知
己
が
多
く
、
高
橋
泥
舟
、
横
山
大
観
ら
が
飛
騨
に
遊
ぶ
時
に
は
必
ず
守
中
を
訪
れ
た
。
高
山
で
画
の
同
好
会

「
山
高
水
長
会
」
を
主
宰
。
高
山
町
議
を
三
期
務
め
た
。
著
書
『
独
来
独
居
』
な
ど
。 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

 

西
本 

小
夢[

に
し
も
と
し
ょ
う
む] 

慶
応
三
年(

一
八
六
七)

十
月
二
十
六
日
～
昭
和
四
年(

一
九
二
九)

二
月
二
十
四
日 

医
師
・
俳
人
。
古
川
生
れ
。
本
姓
は
熊
崎
で
高
山
二
之
町
の
西
本
治
郎
兵
衛
の
養
子
。
名
は
達
郎
。
号
は
雲
心
庵
小
夢
。 

金
沢
甲
種
医
学
校
卒
。
明
治
二
十
六
年(

一
八
九
三)

頃
高
山
で
開
業
。
大
野
郡
会
議
員
同
郡
石
会
長
、
高
山
伝
染
病
院
主
任
な
ど
歴
任
。
雲
橋
社
十
一
世
で
花
蔭

会
の
宗
匠
。
句
集
『
み
ち
の
落
葉
』。(
高
山
医
師
会
史) 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

 

福
田 

吉
郎
兵
衛(

鋤
雲)[

ふ
く
だ
き
ち
ろ
べ
え(
じ
ょ
う
ん)] 

明
治
一
年(

一
八
六
八)

五
月
二
十
六
日
～
昭
和
二
十
三
年(

一
九
四
八)

九
月
二
十
七
日 

高
山
町
長
・
俳
人
。
高
山
市
大
新
町
の
人
。
吉
郎
兵
衛(
敦
雄)

の
長
男
。
幼
名
は
耕
作
。
号
を
鋤
雲
。
斐
太
中
学
、
東
京
専
門
学
校
卒
。 

家
業
の
丸
福
魚
市
場
を
継
ぎ
、
春
慶
漆
器
問
屋
を
開
業
し
て
東
京
、
大
阪
な
ど
へ
販
路
を
拡
大
し
た
。
高
山
町
議
、
岐
阜
県
議
を
経
て
、
大
正
一
～
九
年
高
山
町

長
を
務
め
た
。
飛
騨
産
業
銀
行
の
設
立
発
起
人
の
一
人
。 

旧
派
の
俳
人
だ
っ
た
が
、
河
東
碧
梧
桐
の
来
高(

明
四
二)

を
機
に
新
派
へ
と
転
じ
、
同
年
長
瀬
素
烏
瓶
ら
と
「
笹
魚
吟
社
」
を
創
立
。
大
正
三
年
弟
の
夕
咲
ら
と

同
人
誌
「
ツ
チ
グ
モ
」
を
創
刊
し
た
。 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

 

日
下
部 

雨
外[

く
さ
か
べ
う
が
い] 

生
没
年
不
詳 

雲
橋
社
十
世
宗
匠
・
素
封
家
。
高
山
の
人
。
大
正
五
年(

一
九
一
六)

に
雲
橋
社
の
文
机
を
西
本
小
夢
に
譲
る
。
千
家
・
堀
之
内
宗
完
か
ら
茶
道
を
学
ぶ
。 

 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 
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柚
原 

淇
澳[

ゆ
は
ら
き
お
う] 

明
治
八
年(

一
八
七
五)

一
月
十
二
日
～
大
正
十
三
年(

一
九
二
四) 

俳
人
・
富
商
。
高
山
上
二
之
町
の
人
。
初
名
は
熊
造
で
吉
右
衛
門
を
襲
名
。
花
陰
会
の
俳
人
で
中
心
的
な
人
物
の
一
人
。 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

 

長
瀬 

壺
仙[

な
が
せ
こ
せ
ん] 

明
治
二
年(

一
八
六
九)

～
昭
和
十
三
年(

一
九
三
八)

二
月
十
二
日 

俳
人
・
茶
商
。
高
山
一
之
町
の
人
。
名
は
茂
八
郎
。
号
を
木
強
・
茶
仏
庵
。
本
姓
は
前
越
。
加
藤
趬
翁
か
ら
俳
句
の
指
導
を
受
け
る
。
明
治
三
十
一
年
に
蕉
習
社

を
花
陰
会
と
改
め
て
、
後
に
二
世
宗
匠
。
や
ま
ず
み
会
の
創
設
メ
ン
バ
ー
。 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

 

柿
下 

清
六[

か
き
し
た
せ
い
ろ
く] 

明
治
九
年(

一
八
七
六)

四
月
二
十
一
日
～
昭
和
二
十
年(

一
九
四
五)

十
二
月
十
四
日 

高
山
市
議
。
高
山
下
二
之
町
の
人
。
号
は
青
縁
。
斐
太
中
学
卒
。
薬
種
技
術
を
研
究
し
薬
種
問
屋
を
創
業
し
て
財
を
成
し
た
。
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
四
期
高

山
町
議
を
務
め
、
議
長
一
回
。
高
山
が
市
制
を
敷
い
た
昭
和
十
一
年
の
市
議
選
で
当
選
し
初
代
議
長
。
飛
騨
産
業
銀
行
専
務
取
締
役
、
飛
騨
電
灯
監
査
役
な
ど
を

歴
任
。
俳
句
は
雲
橋
社
中
だ
っ
た
が
、
商
人
を
中
心
と
し
た
花
陰
会
に
も
属
し
た
。 

昭
和
六
年
の
田
中
竹
崖
と
の
共
著
『
雲
橋
社
略
史
』
は
、
飛
騨
の
俳
史
を
語
る
上
で
貴
重
な
も
の
。 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

 

田
中 

貢
太
郎[

た
な
か
こ
う
た
ろ
う] 

慶
応
二
年(

一
八
六
六)

十
一
月
一
日
～
昭
和
十
一
年(

一
九
三
六)

十
二
月
二
十
七
日 

教
師
。
高
山
の
人
。
号
は
林
崖
。
字
役
人
の
家
に
生
ま
れ
る
。
県
立
華
陽
学
校
初
等
師
範
科
卒
。
明
治
二
十
年
の
高
山
高
等
小
学
校
長
を
始
め
と
し
て
三
十
五
年

間
小
学
校
教
育
に
携
わ
る
。
退
職
後
も
昭
和
八
年
ま
で
高
山
高
等
女
学
校
で
教
壇
に
立
つ
。
大
正
十
四
年
完
成
の
「
大
野
郡
史
」
編
集
委
員
の
一
人
。
俳
句
を
た
し

な
む
。 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

 

長
尾 

桃
雨[

な
が
お
と
う
う] 

明
治
七
年(

一
八
七
四)

～
昭
和
八
年(

一
九
三
三)

十
月
五
日 



令和 2年度近代文学館調査研究報告書 

―13― 

俳
人
・
高
山
向
町
の
雑
貨
商
。
幼
名
は
駒
吉
。
号
は
十
五
庵
。
通
称
を
新
六
。
五
松
庵
不
及
門
。
明
治
末
期
か
ら
昭
和
に
か
け
て
蕉
習
社(

の
ち
の
花
陰
会)

の
中

心
と
し
て
活
躍
。
遺
句
集
『
葉
か
く
れ
の
梅
』。
享
年
六
十
一
。 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

 

上
木 

象
雨[
う
わ
ぎ
し
ょ
う
う] 

生
没
年
不
詳 

俳
人
・
地
方
紙
記
者
。
高
山
上
二
之
町
に
住
む
。
雨
台
の
子
。
本
名
は
捨
三
。
漁
南
楼
と
称
す
る
。
勇
直
次
郎
と
伊
助
が
発
行
し
た
『
高
山
新
報
』『
高
山
タ
イ

ム
ス
』
の
記
者
。
長
唄
「
四
季
の
高
山
」
は
象
雨
の
作
詞
。
俳
句
は
花
陰
会
と
水
音
社
。
文
房
具
店
を
営
む
。 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

 

真
木 

半
一
郎[

ま
き
は
ん
い
ち
ろ
う] 

明
治
十
七
年(

一
八
八
四)

～
昭
和
九
年(

一
九
三
四)

八
月
四
日 

俳
人
。
高
山
町
の
人
。
号
は
帆
逸
・
東
衝
子
。
明
治
末
年
に
『
高
山
新
報
』『
斐
太
毎
日
新
聞
』
記
者
。『
岐
阜
県
飛
騨
国
大
野
郡
史
』
の
編
集
委
員
。
明
治
末
年

か
ら
昭
和
初
期
ま
で
の
俳
業
は
新
傾
向
俳
句
を
好
み
「
飛
毎
事
吟
」
に
集
約
さ
れ
た
と
い
え
る
。 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

 

赤
保
木 

竹
友[

あ
か
ほ
ぎ
ち
く
ゆ
う] 

明
治
十
七
年(

一
八
八
四)

～
昭
和
九
年(

一
九
三
四)

八
月
四
日 

地
方
紙
記
者
。
川
原
町
に
住
む
。
本
名
は
赤
保
木
寅
之
助
。
明
治
三
十
九
年(

一
九
〇
六)

創
刊
の
『
高
山
新
報
』
に
参
加
。
花
陰
会
で
俳
句
を
学
び
同
四
十
四
年

に
同
会
幹
事
。
晩
年
は
茶
道
の
宗
匠
と
し
て
伊
予
宇
和
島
に
移
る
。 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

 

勇 

桂
雪[

い
さ
み
け
い
せ
つ] 

明
治
十
一
年(

一
八
七
八)

九
月
二
十
五
日
～
昭
和
四
年(

一
九
二
九)

二
月
十
九
日 

俳
人
・
地
方
紙
発
行
。
高
山
堀
端
の
生
ま
れ
。
幼
名
は
直
次
郎
。
通
称
は
伊
助
。
号
を
橋
東
庵
桂
雪
。
花
陰
会
の
宗
匠
・
永
田
不
及
を
補
佐
し
、
不
及
の
没
後
は

雲
橋
社
の
宗
匠
・
西
本
小
夢
を
花
陰
会
の
宗
匠
に
兼
立
し
了
解
の
発
展
を
図
る
。
瀧
井
孝
作
、
上
木
象
雨
ら
と
共
に
河
東
碧
梧
桐
の
指
導
を
受
け
る
。
明
治
三
十

九
年
四
月
五
日
『
高
山
新
報
』
を
発
行
。
廃
刊
後
の
大
正
三
年
か
ら
『
高
山
タ
イ
ム
ス
』。
同
六
年
に
飛
騨
日
報
と
合
併
。
大
野
郡
史
編
纂
委
員
。 

 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 
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住 

広
造[

す
み
ひ
ろ
ぞ
う] 

明
治
十
三
年(

一
八
八
〇)

八
月
二
十
一
日
～
昭
和
三
十
九
年(

一
九
六
四)

十
二
月
十
二
日 

斐
太
中
央
印
刷(

株)

社
長
。
高
山
市
下
三
之
町
の
人
。
大
正
三
年
創
刊
『
飛
騨
史
壇
』
の
編
集
人
。
大
正
十
二
年
斐
太
中
央
印
刷
を
創
業
。
同
社
創
業
以
前
の
明

治
四
十
一
年
か
ら
『
飛
州
志
』『
飛
騨
遺
乗
合
合
府
』
『
斐
太
後
風
土
記
』
な
ど
先
人
の
残
し
た
資
料
を
順
次
刊
行
。
昭
和
二
十
九
年
、
飛
騨
印
刷(

協)

が
発
足
し
、

初
代
理
事
長
。
遺
志
で
郷
土
資
料
一
，
一
〇
〇
点
な
ど
が
高
山
市
へ
贈
ら
れ
「
住
香
艸
文
庫
」
と
な
っ
た
。 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

 小
鳥 

良
々[

お
ど
り
り
ょ
う
り
ょ
う] 

明
治
二
十
四
年(

一
八
九
一)

七
月
十
二
日
～
昭
和
二
十
一
年(

一
九
四
六)

九
月
十
五
日 

俳
人
。
高
山
市
本
町
の
人
。
本
名
は
芳
郎
。
号
を
芙
蓉
子
。
河
東
碧
梧
桐
に
師
事
し
、
明
治
の
終
わ
り
か
ら
大
正
に
か
け
て
瀧
井
孝
作
や
福
田
夕
咲
の
兄
・
鋤
雲

ら
と
交
流
。
新
傾
向
俳
句
結
社
「
素
顔
吟
社
」
の
同
人
。
名
句
を
残
し
た
が
晩
年
は
句
作
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
。
東
京
で
客
死
。
良
々
の
句
集
『
素
顔
』
と
遺
稿
集

『
素
顔
』
を
実
弟
の
小
鳥
節
造
が
刊
行
。 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

 岩
谷 

山
梔
子[

い
わ
や
く
ち
な
し] 

明
治
十
六
年(

一
八
三
三)

一
月
三
十
日
～
昭
和
十
九
年(

一
九
四
四)

一
月
四
日 

俳
人
、
俳
画
家
、
編
集
者
。
青
森
県
青
森
町(

現
青
森
市)
出
身
。
名
を
健
治
。
複
号
に
木
丹
亭
、
黙
堂
な
ど
。 

著
書
に
『
自
選
乙
字
俳
論
』。
十
代
で
カ
リ
エ
ス
に
罹
り
療
養
す
る
中
で
俳
句
を
始
め
、
地
元
の
俳
句
結
社
「
不
来
会
」
に
参
加
、
二
十
歳
で
高
浜
虚
子
の
「
ホ

ト
ト
ギ
ス
」
に
入
会
、
河
東
碧
梧
桐
が
選
者
で
あ
っ
た
新
聞
「
日
本
」
に
も
投
句
す
る
。
碧
梧
桐
の
行
脚(

第
一
次
「
三
千
里
」)

の
際
碧
梧
桐
と
会
い
傾
倒
。…

(

中
略)…

明
治
四
十
三
年(

一
九
一
〇)

に
は
大
谷
句
仏
の
俳
句
結
社
「
懸
葵
」
に
も
入
会
。
京
都
に
住
み
、
俳
誌
『
懸
葵
』
の
編
集
者
と
な
る
。
以
来
大
須
賀
乙
字

の
『
自
選
乙
字
俳
論
』
や
浪
化
の
『
浪
化
俳
句
集
』、『
本
願
寺
歴
代
法
子
句
纂
』
な
ど
多
く
の
句
集
や
俳
論
集
を
編
纂
す
る
。 

【
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
抜
粋
】 

 中
谷
芋
ノ
子(

芋
子)[

な
か
た
に
い
も
の
こ(

う
し)] 

生
没
年
不
詳 

詳
細
不
明
。
河
東
碧
梧
桐
に
呼
ば
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
号
を
「
芋
子(

う
し)

」
と
変
え
た
。 
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第
五
章 

『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』、『
日
本
及
日
本
人
』
な
ど
へ
飛
騨
か
ら
の
投
句
の
様
子 

 
 

『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
八
月
号
「
地
方
俳
句
界
」
の
欄
に
掲
載 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

深
山
会(

飛
騨
高
山
飛
騨
高
山
二
之
町
柚
原
畦
三
報) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

徳
川
の
鉄
砲
蔵
や
鴨
足
草 

 
 

 
 

 
 

折
柴 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

水
撒
け
ば
低
く
虹
せ
り
鴨
足
草 

 
 

 
 

折
柴 

  
 

『
日
本
及
日
本
人
』
の
八
月
十
五
日
号
の
、
碧
梧
桐
先
生
の
「
続
一
日
一
信
」
に
飛
騨

高
山
紀
行
文
が
掲
載
。 

 
 

 

七
月
十
五
日
の
日
記
に
私
達
の
句
が
選
び
出
さ
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
集 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

葉
柳
や
水
濁
す
子
等
川
上
に 

 
 

 
 

 

芋
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

漁
暦
に
な
き
赤
汐
や
夏
柳 

 
 

 
 

 
 

折
柴 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

葉
柳
や
朝
靄
に
打
つ
紙
砧 

 
 

 
 

 
 

鋤
雲 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
判
戴
く
椽
静
か
さ
や
合
歓
の
花 

 
 

 

畦
菫 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

分
水
起
工
水
量
る
頃
や
夏
柳 

 
 

 
 

 

碧
梧
桐 

  
 

某
月
某
日 

 
 

句
会 

 
 

席
題
「
夜
長
・
蜩
」
ニ
題
五
句 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

会
場 

 
 

福
田
屋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

参
加
者 

 

福
田 

鋤
雲 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

柚
原 

畦
菫 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
谷 

芋
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
鳥 

芙
蓉
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

瀧
井 

折
柴 

  
 

『
日
本
及
日
本
人
』
の
九
月
十
五
日
号
の
「
各
地
俳
況
・
喜
谷
六
花
選
」
に
掲
載 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

深
山
会(

飛
騨
高
山
瀧
井
孝
作
報) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

蜩
や
杣
の
酒
汲
む
山
名
残 

 
 

 

芋
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

蜩
や
馬
の
賦
役
も
ふ
れ
歩
く 

 
 

折
柴 

  
 

『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
の
十
月
号
「
地
方
俳
句
界
・
岡
本
松
濱
選
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

深
山
会(

飛
騨
高
山) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

蜩
や
森
去
る
子
等
の
唄
淋
し 

 
 

芋
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

蜩
や
日
に
二
度
通
ふ
小
荷
駄
馬 

 

芙
蓉
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

雨
に
著
き
し
飛
騨
高
山
の
祭
か
な 

畦
菫 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

咳
唾
皆
玉
な
す
百
句
夜
長
人 

 
 

鋤
雲 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

幾
年
の
夜
長
に
凹
む
砧
盤 

 
 

 

折
柴 

  
 

九
月
十
九
日 

 

深
山
会
「
子
規
忌
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

題 
 

 
 

「
秋
の
雨
・
秋
の
山
・
芒
」
五
句 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

会
場 

 
 

東
山 

宗
猷
寺 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

参
加
者 

 

福
田 

鋤
雲 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

柚
原 

畦
菫 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
谷 

芋
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
鳥 

芙
蓉
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

瀧
井 

折
柴 

 
 

こ
の
子
規
忌
句
会
の
句
稿
を
投
稿
。『
日
本
及
日
本
人
』
十
一
月
一
日
号
の
「
各
地
俳
況
・

大
須
賀
乙
字
選
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

深
山
会(

飛
騨
高
山
瀧
井
折
柴
報) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

焼
き
し
思
ふ
惜
し
き
文
あ
り
秋
の
雨 

 

芋
子 
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越
す
人
の
三
泊
り
山
の
宿
砧 

 
 

 
 

芙
蓉
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

白
き
虫
群
れ
飛
ぶ
樟
や
秋
の
山 

 
 

 

畦
菫 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

浄
火
磨
る
木
を
採
り
に
行
く
秋
の
山 

 

折
柴 

  
 

『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
十
一
月
号
「
地
方
俳
句
界
・
岡
本
松
濱
選
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
深
山
会(

飛
騨
高
山
柚
原
畦
菫
報) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

鹿
追
へ
ば
兎
出
で
た
る
薄
か
な 

 
 

 

鋤
雲 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

武
器
埋
め
し
大
盤
石
や
花
芒 

 
 

 
 

折
柴 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
塚
一
碧
楼
の
選
稿
の
中
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

角
力
と
り
し
あ
と
の
輪
に
ふ
る
秋
の
雨 

芋
子 

  
 

『
日
本
及
日
本
人
』
十
二
月
一
日
号
「
日
本
俳
句
」
の
渡
り
鳥
に
選
ば
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

峡
過
ぐ
と
帆
の
丈
長
や
渡
り
鳥 

 
 

 

折
柴 

 

明
治
四
十
三
年 

 
 

『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
新
年
号 

碧
梧
桐
選
の
募
集
句
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ひ
と
り
剥
く
憂
ひ
に
長
し
梨
の
皮 

 
 

畦
菫 

 

明
治
四
十
五
年 

 
 

六
月
八
日
か
ら
十
一
日
ま
で
、
河
東
碧
梧
桐
が
『
日
本
及
日
本
人
』
に
連
載
中
の
「
日

本
の
山
水
」
の
取
材
に
来
高
の
旨
、 

 
 

塩
谷
鵜
平
を
通
じ
て
福
田
鋤
雲
に
報
せ
が
あ
り
、
急
遽
歓
迎
の
準
備
に
取
り
掛
か
る
。 

  
 

六
月 

八
日(

九
日
と
の
記
述
も
あ
る) 

 
 

 
 

 
 

 

宿
舎 

 
 

 
 

二
之
町 

長
瀬
旅
館 

 
 

 
 

 
 

 

歓
迎
晩
餐
会 

 

川
原
町 

岩
下(

月
波
楼) 

 
 

 
 

 
 

 

句
会
題 

 
 

 

「
朴
の
花
・
夏
柳
・
蚊
」 

 
 

 
 

 
 

 

参
加
者 

 
 

 

河
東 

碧
梧
桐 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

川
西 

和
露 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岩
谷 

山
梔
子(

句
会
に
は
不
参
加) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

福
田 

鋤
雲 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
鳥 

良
々(

芙
蓉
子) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

川
島 

桜
南 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

瀧
井 

折
柴 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岩
瀬 

菊
字 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

林 
 

も
み
じ 

  
 

六
月 

九
日(

十
日
と
の
記
述
も
あ
る) 

 
 

 
 

 
 

 

歓
迎
句
会 

 
 

西
之
一
色
町 

松
泰
寺 

 
 

 
 

 
 

 

句
会
題 

 
 

 

「
朴
の
花
・
夏
柳
・
蚊
」 

 
 

 
 

 
 

 

参
加
者 

 
 

 

河
東 

碧
梧
桐 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

川
西 

和
露 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岩
谷 

山
梔
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

福
田 

鋤
雲 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
鳥 

良
々(

芙
蓉
子) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

川
島 

桜
南 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

瀧
井 

折
柴 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岩
瀬 

菊
字 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

林 

も
み
じ 

 
 

 
 

 
 

碧
梧
桐
先
生
選
句(

大
正
元
年
九
月
号
俳
誌
『
層
雲
』
の
地
方
俳
況
欄
に
掲
載) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

後
の
竹
枝
の
津
の
葉
柳
の
売
茶
亭 

 
 

鋤
雲 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

葉
柳
の
紙
屋
川
羽
白 

 ロ 

鳥
の
雨 

 
 

 

同 
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一
瀬
二
平

ラ 

 
 

朴
咲
き
ぬ
釣
魚
香
に
立
ち
て 

同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

蚊
鳴
く
に
も
今
日
の
大
瀑
う
つ
つ
聞
く 

 

同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
か
み
斧
磨
ぎ
の
岩
鏡
な
く
て
夏
柳 

 

折
柴 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

近
か
ま
さ
り
花
と
知
る
朴
に
鳩
啼
い
て 

 

同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

船
に
幌
を
島
庁
の
旗
日
夏
柳 

 
 

 
 

 

同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

栃
の
樹
齢
も
揣
摩
し
来
つ
葉
柳
の
宿 

 
 

和
露 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

朴
の
花
に
白
映
え
り
模
範
林
や
あ
る 

 
 

同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
原
女
に
咲
く
は
朴
の
花
桑
摘
む
日 

 
 

山
梔
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

朴
の
花
も
見
ず
な
れ
ば
少
し
野
広
く
て 

 

同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

蚊
の
宿
の
葉
蕪
漬
に
色
あ
ら
ぬ 

 
 

 
 

良
々 
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第
六
章 

唐
井
清
六
『
瀧
井
孝
作
ノ
オ
ト―

 

碧
梧
桐
を
む
か
え
て
の
高
山
で
の
句
会 ―

』 
「
日
本
及
日
本
人
」
に
「
日
本
の
山
水
」
を
連
載
中
の
河
東
碧
梧
桐
は
、

明
治
四
十
五
年
六
月
八
日
、
飛
騨
の
白
川
村
取
材
の
た
め
高
山
を
訪
れ
る
。

そ
れ
よ
り
三
年
前
の
四
十
二
年
七
月
、「
続
三
干
里
」
の
旅
の
途
中
、
単
身
立

ち
寄
っ
て
以
来
の
再
訪
で
あ
っ
た
。
今
回
は
門
下
の
神
戸
の
川
西
和
露
、
青

森
の
岩
谷
山
梔
子
を
同
伴
。 

高
山
で
は
た
だ
ち
に
福
田
鋤
雲
、
瀧
井
折
柴
、
小
鳥
良
々
、
岩
瀬
菊
字
、

川
島
桜
南
ら
が
集
ま
り
、
歓
迎
会
が
ひ
ら
か
れ
、
翌
九
、
十
日
と
料
亭
月
波

楼
で
句
会
が
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
の
ち
に
高
山
で
俳
誌
「
ツ
チ
グ
モ
」

を
お
こ
す
人
た
ち
で
あ
る
。 

句
会
は
、
夏
柳
、
朴
の
花
、
蚊
の
三
つ
の
席
題
の
も
と
に
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
。
次
に
掲
げ
る
も
の
は
そ
の
と
き
の
記
録
で
あ
る
が
、
句
数
は
き
め
ら

れ
ず
、
各
人
任
意
に
作
句
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。 

瀧
井
孝
作(

折
柴)

は
こ
の
時
十
八
歳
、
高
山
の
魚
問
屋
に
奉
公
す
る
少
年

で
あ
っ
た
が
旺
盛
な
句
作
を
示
し
、
互
選
に
お
い
て
も
碧
梧
桐
に
つ
ぐ
ほ
ど

の
高
い
点
数
を
集
め
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。 

碧
梧
桐
は
高
山
に
三
泊
し
て
十
一
日
に
和
露
、
山
梔
子
を
伴
っ
て
徒
歩
で

白
川
に
向
か
っ
て
い
る
。
碧
梧
桐
は
こ
の
と
き
の
こ
と
を
「
白
川
越
え
」
と

し
て
同
年
七
月
一
日
号
の
「
日
本
及
日
本
人
」
に
発
表
、
句
会
の
成
果
も
十

二
句
を
選
ん
で
、
大
正
元
年
九
月
号
の
「
層
雲
」
の
「
四
方
欄
」
に
掲
載
し

て
い
る
。 

瀧
井
孝
作
の
自
伝
長
篇
「
俳
人
仲
間
」
も
当
然
こ
の
と
き
の
こ
と
に
ふ
れ

る
が
、
こ
の
資
料
に
も
と
づ
い
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
、
記

録
の
語
る
も
の
と
「
俳
人
仲
間
」
と
の
間
に
は
か
な
り
な
異
同
と
大
幅
な
省

略
と
が
認
め
ら
れ
る
。 

翻
刻
に
当
っ
て
は
、
文
字
は
大
体
現
在
使
わ
れ
て
い
る
も
の
に
直
し
た
ほ

か
、
理
解
の
助
け
と
な
る
よ
う
人
名
な
ど
括
弧
に
よ
っ
て
適
宜
編
者
が
補
っ

た
。 発

表
を
こ
こ
ろ
よ
く
お
許
し
下
さ
っ
た
所
蔵
者
の
福
田
鐐
造
氏
を
は
じ

め
、
な
に
か
と
お
カ
添
え
頂
い
た
高
山
在
住
の
大
野
政
雄
氏
、
小
鷹
奇
龍
子

氏
に
厚
く
お
礼
を
申
し
述
べ
た
い
。 
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第
一
節 

壬
子
六
月
九
日 

碧
師
来
高
紀
念 

於
月
波
楼
上 

 
 

夏
柳 

作
者
選
者
共
八
名 

七
十
句 

 
投 
句 

一 

湯
返
り
途
の
小
蛇
む
く
ろ
夏
柳
岸 

 
 

艶
跡
伝
ふ
葉
柳
廓
婀
夫
住
め
る 

 
 

そ
の
か
み
斧
磨
ぎ
の
岩
鏡
な
く
て
夏
柳 

折 

柴 

 
 

鹿
羊
馳
駆
し
て
園
丁
の
軽
衣
夏
柳 

同 

 
 

娶
る
に
葉
柳
影
濃
き
日
か
な
水
祝
ひ 

同 

 
 

舟
に
幌
を
島
庁
の
旗
日
夏
柳 

同 

 
 

大
野
昔
路
夏
土
取
場
柳
陰 

同 

 
 

淵
川
の
舟
が
ひ
ら

〱
町
や
夏
柳 

同 

 
 

雨
の
葉
柳
仰
ぎ
寒
む
袋
蛇
穴
仕
事 
同 

 
 

葉
柳
の
啼
あ
り
江
流
岩
多
き 
同 

 
 

由
来
啾
や
小
半
時
タ
立
に
此
柳 

 

 

二 

門
衛
に
家
族
あ
り
て
柯
茂
る
な
り 

良 

々 

 
 

葉
柳
の
鳥
居
筋
酒
肆
に
牡
丹
あ
る 

同 

 
 

襖
組
ミ  

子
洗
ぐ
夏
柳
日
表
な
る 

菊
字 

 
 

江
慣
る
頃
髯
磨
ぐ
日
宿
の
葉
柳
に 

同 

 
 

葉
柳
や
用
水
桶
は
役
場
よ
り 

同 

 
 

舟
運
税
国
か
は
れ
ば
葉
柳
の
河
暑
き 

折 

柴 

 
 

獣
飼
ふ
に
窟
造
る
家
構
夏
柳 

同 

 
 

絶
誦
す
晩
唐
名
残
り
葉
柳
の
詩
句 

桜 

南 

 
 

一
顆
改
刻
語
の
奇
に
過
ぐ
と
葉
柳
書
屋 

同 

 
 

鮎
期
迫
る
方
柳
の
船
茶
讌
に
や 

鋤 

雲 

 

簀
干
す
も
の
に
糖
海
老
や
葉
柳
の
河
岸 

同 

 

三 

標
榜
の
小
京
華
葉
柳
に
駕
迎
ふ
日 

桜 

南 

 
 

流
連
両
岸
に
葉
柳
文
狂
と
な
り 

同 

 
 

道
路
教
育
の
塗
板
迄
葉
柳
に
日
い
く
つ 

鋤 

雲 

 
 

蚕
の
景
気
も
葉
柳
に
校
舎
普
請
あ
り 

同 

 
 

繃
帯
せ
し
日
の
葉
柳
に
黙
談
す 

良 

々 

 
 

寺
訪
ふ
て
留
守
を
葉
柳
に
虫
飛
べ
り 

同 

 
 

素
人
画
相
酬
ふ
鉱
泉
客
夏
柳 

折 

柴 

 
 

湾
を
思
は
す
運
河
葉
柳
つ
ゞ
く
町 

同 

 
 

国
境
越
え
て
凡
な
川
葉
柳
の
駅 

和 

露 

 
 

葉
柳
の
窯
場
見
て
一
行
と
城
山
へ 

良
々 

 
 

葉
柳
の
串
魚
の
宿
泊
ら
で
行
く
や 

同 

 

四 

葉
柳
や
貯
水
挽
き
墜
す
庫
谺 

菊 

字 

 
 

稽
古
琴
の
根
弛
み
を
言
ふ
葉
柳
の
長
屋
筋 

鋤 

雲 

 
 

葉
柳
の
紙
屋
川
羽
白
ロ  

鳥
の
雨 

同 

 
 

普
請
木
を
積
む
霖
雨
石
も
葉
柳
に 

碧
梧
桐 

 
 

葉
柳
の
旗
亭
に
て
硯
乾
か
ぬ
日 

良 

々 

 
 

奈
良
の
雨
の
葉
柳
に
二
信
長
き
せ
り 

同 

 
五 
健
啖
同
窓
葉
柳
に
大
鰻
素
焼
き
せ
り 

桜 

南 

 
 

肉
声
太
き
に
夏
柳
短
艇
下
る 

和 

露 

 
 

葉
柳
に
合
歓
咲
く
寺
後
廓
道
の
あ
り 

良 

々 

 
 

葉
柳
に
栗
匂
ふ
薮
の
お
ど
ろ
の
夜 

碧
梧
桐 

 
 

底
萩
原
の
運
材
酒
場
夏
柳 

折 

柴 
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茂
柳
が
町
城
埋
む
と
見
つ
平
の
家
訪
ふ 

同 

 
 

芝
居
丸
つ
ぶ
れ
を
葉
柳
の
釣
堀
さ
か
る 

良 

々 

 
 

襤
褸
市
脱
け
来
て
葉
柳
に
鶤
鶏
を
見
し 

鋤 

雲 

 
 

法
書
親
し
め
ば
筆
洗
欲
し
き
葉
柳
の
荘 

桜 

南 

 
 

暮
れ
の
徜
徉
君
と
葉
柳
の
杭
州
を 

同 

 
 

山
漁
具
の
弦
し
ら
べ
葉
柳
折
り
て 

折 

柴 

 
 

足
滑
り
も
葉
柳
の
網
ひ
き
ず
り
魚
市 

同 

 

六 

簾
葉
柳
宮
島
は
杓
子
閑
に
雲
無
き
日 

折 

柴 

 
 

酒
楼
に
て
対
話
聞
え
夏
楊
あ
ら
ぶ
る
日 

同 

 
 

葉
柳
に
高
桑
や
裸
学
校
あ
る 

碧
梧
桐 

 
 

後
の
竹
枝
の
津
の
葉
柳
の
売
茶
亭 

鋤 

雲 

 
 

濠
の
全
景
に
船
片
寄
す
る
洲
の
夏
柳 
同 

 
 

下
呂
は
坂
町
上
呂
は
橋
の
夏
柳 
碧
梧
桐 

 
 

広
く
掃
く
日
の
葉
柳
に
書
信
待
た
ず
な
り 

良 
々 

 
 

或
る
日
は
穴
居
見
に
葉
柳
を
画
家
と
あ
り 

同 

 
 

汐
招
き
燕
に
櫓
揃
へ
夏
柳 

折 

柴 

 
 

植
林
の
家
葉
柳
は
明
き
地
物
干
場 

同 

 
 

葉
柳
に
暮
る
ゝ
路
地
撤
水
車
も
捨
て
し
に 

菊 

字 

 

七 

何
煙
ら
す
葉
柳
に
鯉
を
待
つ
昼
餉 

碧
梧
桐 

 
 

葉
柳
に
井
桁
見
る
一
位
細
工
所
か 

和 

露 

 
 

杉
立
つ
山
葉
柳
の
池
や
里
分
つ 

碧
梧
桐 

 
 

機
場
三
年
の
倹
も
せ
し
葉
柳
の
埃 

和 

露 

 
 

葉
柳
の
狐
雨
瓦
選
り
悩
む 

鋤 

雲 

 
 

栃
の
齢
も
揣
摩
し
来
つ
葉
柳
の
宿 

和 

露 

 
 

宮
茶
屋
に
雨
晴
ら
す
土
偶
が
葉
柳
に 

碧
梧
桐 

 
 

架
橋
兵
風
を
打
つ
杭
や
夏
柳 

菊 

字 

 

選 

句 

 
 

［
碧
選
］ 

 

そ
の
か
み
斧
磨
ぎ
の
岩
鏡
な
く
て
夏
柳 

折 

柴 

 

栃
の
樹
齢
も
揣
摩
し
来
つ
葉
柳
の
宿 

和 

露 

 

後
の
竹
枝
の
津
の
葉
柳
の
売
茶
亭 

鋤 

雲 

 

船
に
幌
を
島
庁
の
旗
日
夏
柳 

折 

柴 

 

葉
柳
の
紙
屋
川
羽
白
ロ  

鳥
の
雨 

鋤 

雲 

  
 

［
和
露
選
］ 

 

底
萩
原
の
運
材
酒
場
夏
柳 

折 

柴 

 

何
煙
ら
す
葉
柳
に
鯉
を
待
つ
昼
餉 

碧
梧
桐 

 

下
呂
は
坂
道
上
呂
は
橋
の
夏
柳 

同 

 

宮
茶
屋
に
雨
晴
ら
す
土
偶
が
葉
柳
に 

同 

 

葉
柳
に
高
桑
や
裸
学
校
あ
る 

同 

  
 

［
鋤
雲
妄
］ 

 

架
橋
兵
風
を
打
つ
杭
や
夏
柳 

菊 

字 

 

葉
柳
に
井
桁
見
る
一
位
細
工
所
か 

和 

露 

 
国
境
越
え
て
凡
な
川
葉
柳
の
駅 

同 

 

下
呂
は
坂
道
上
呂
は
橋
の
夏
柳 

碧
梧
桐 

 

奈
良
の
雨
の
葉
柳
に
二
信
長
き
せ
り 

良 

々 

  
 

［
折
柴
選
］ 
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葉
柳
に
栗
匂
ふ
藪
の
お
ど
ろ
の
夜 

碧
梧
桐 

 

襤
褸
市
脱
け
来
て
葉
柳
に
シ
ャ
モ
を
見
し 

鋤 

雲 

 

機
場
三
年
の
倹
も
せ
し
葉
柳
の
埃 

和 

露 

 

栃
の
齢
も
揣
摩
し
来
つ
は
や
な
き
の
宿 

同 

 

宮
茶
屋
に
雨
晴
ら
す
土
偶
が
葉
柳
に 

碧
梧
桐 

  
 

［
良
々
選
］ 

 

底
萩
原
の
運
材
酒
場
夏
柳 

折 

柴 

 

何
煙
ら
す
葉
柳
に
鯉
を
待
つ
昼
餉 

碧
梧
桐 

 

船
に
幌
を
島
庁
の
旗
日
夏
柳 

折 

柴 

 

簾
葉
柳
宮
島
は
杓
子
閑
に
雲
な
き
日 

同 

 

汐
招
き
燕
に
櫓
揃
へ
夏
柳 

同 

  
 

［
桜
南
選
］ 

 

江
慣
る
頃
髯
磨
ぐ
日
宿
の
葉
柳
に 

菊 
字 

 

葉
柳
の
串
魚
の
宿
泊
ら
で
行
く
や 

良
々 

 

葉
柳
の
旗
亭
に
硯
乾
か
ぬ
日 

同 

 

底
萩
原
の
運
材
酒
場
夏
柳 

折 

柴 

 

杉
立
つ
山
葉
柳
の
池
や
里
分
つ 

碧
梧
桐 

  
 

［
菊
字
妄
選
］ 

 

底
萩
原
の
運
材
酒
場
夏
柳 

折 

柴 

 

広
く
掃
く
日
の
葉
柳
に
書
信
待
た
ず
な
り 

良 

々 

 

簾
葉
柳
宮
島
は
杓
子
閑
に
雲
無
き
日 

折 

柴 

 

宮
茶
屋
に
雨
晴
ら
す
土
偶
が
葉
柳
に 

碧
梧
桐 

 

船
に
幌
を
島
庁
の
旗
日
夏
柳 

折 

柴 

  
 

［
も
じ
ぢ
選
］ 

 

国
境
越
え
て
凡
な
川
葉
柳
の
駅 

和 

露 

 

法
書
親
し
め
ば
筆
洗
欲
し
き
葉
柳
の
荘 

桜 

南 

 

濠
の
全
景
に
船
片
寄
す
る
洲
の
夏
柳 

鋤 

雲 

 

杉
立
つ
山
葉
柳
の
池
や
里
分
つ 

碧
梧
桐 

 

何
煙
ら
す
葉
柳
に
鯉
を
待
つ
昼
餉 

同 

 

得 

票 

             
 

碧 
折 
 
柴 

も 
み 
ぢ 

良 
 
々 

菊 
 
字 

桜 
 
南 

鋤 
 
雲 

和 
 
露 

 

○   
 

○ ○   ○○ 鋤 

○ ○○ 
○○ 

 
 

     良 

○○   
 

  ○ ○ ○ も 

○ ○  
 

○○ ○    桜 

○ ○ 
○○ 

 
 

○     菊 

○○   
 

   ○ ○○ 折 

 ○○  
 

   ○○ ○ 碧 

○○ 
○○ 

○  
 

     和 

12 11  
 4 2 1 4 6  
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第
二
節 

壬
子
六
月
十
日 

於
松
泰
寺 

（
原
本
資
料
・
福
田
鐐
造
氏
蔵
資
料
よ
り
） 

  
 

 

 
 

 
 

 

日
本
ア
ル
プ
ス
の
雄
姿
ハ
密
雲 

 
 

 
 

に
閉
ざ
ゝ
れ
て
仰
ぐ
を
得
な 

 
 

 
 

か
っ
た
け
れ
共
田
植
唄
聞
ゆ 

 
 

 
 

灘
平
ラ  

の
眺
め
は
如
何
に 

 
 

 
 

師
の
旅
情
を
そ
ゝ
っ
た
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

だ
ろ
う 

 
 

 
 

 

六
月
十
日 

 
 

 

朴
の
花
七
十
八
句 

 

 
 

 
 

作
者
選
者
と
も
九
名 

 

投 

句 

一 
 

 
 

紙
砧
瀬
面
ラ  

響
き
や
朴
の
花 

折 

柴 

 
 

舞
台
背
景
師
が
草
汁
し
ぼ
る
朴
花
の
山 

同 

 
 

山
図
大
略
を
飛
ぶ
鷲
や
朴
の
花
そ
ゝ
る 

鋤 

雲 

 
 

奥
峰
そ
ゝ
る
に
岩
尖
る
朴
の
咲
く
数
に 

碧
梧
桐 

 
 

茶
渋
る
日
名
物
甘
き
朴
の
花 

折 

柴 

 
 

蛇
ク
チ
ナ
ハ

居
ら
ん
糸
瀧
の
花
朴
に
香
が 

同 

 
 

朴
の
花
す
れ
に
乗
る
畚
渡
し
牛
は
崖
下
へ 

鋤 

雲 

※
畚
・
・
も
っ
こ
、
ふ
ご 
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花
朴
に
途
切
れ
町
磧
温
泉
の
あ
り
て 

良 

々 

二 
 

 
 

味
噌
玉
打
つ
雨
に
花
朴
く
だ
け
ぬ
る 

良 

々 

 
 

朴
諸
葉
花
も
ゆ
る
滝
は
白
水
か 

鋤 

雲 

 
 

櫛
材
乾
き
跳
ぬ
る
岩
谺
朴
の
花
照
り
に 

菊 

字 

 
 

馬
の
鈴
鳴
き
の
鳥
ふ
く
ら
み
音
朴
の
花 

折 

柴 

 
 

一
弁
散
り
一
弁
朴
の
ほ
ぐ
れ
行
く 

碧
梧
桐 

 
 

温
泉
谷
魚
を
苞
に
せ
ん
朴
花
過
ぎ
て 

桜 

南 

※
苞
（
ほ
う
）：
花
あ
る
い
は
花
序
の
付
け
根
に
出
る
葉
。
芽
や
つ
ぼ
み
を
覆
っ
て
花
を
保
護
す
る
。 

 
 

飛
騨
日
光
山
裏
滝
な
き
花
朴
に 

良 

々 

 
 

駕
籠
に
堪
え
で
花
朴
の
坂
清
水
汲
む 

鋤 

雲 

 
 

疾
足
の
師
に
尾
し
て
憩
ふ
遑
花
朴
に 

折 

柴 

※
遑
：
ひ
ま 

 

三 
 

 
 

一
瀬
二
平
ラ  

朴
咲
き
ぬ
釣
魚
香
に
立
ち
て 

鋤 

雲 

 
 

山
さ
ま
で
を
花
朴
に
飛
ぶ
は
雷
鳥
か 

同 

 
 

朴
落
花
葉
に
ひ
つ
く
や
家
は
て
ゝ
ら
壁 

折 

柴 

 
 

遠
き
花
朴
絶
頂
よ
り
連
峰
ほ
の
に
見
ゆ 

同 

 
 

山
石
拾
ふ
も
規
あ
る
や
に
朴
の
花
散
れ
る 

同 

 
 

弁
慶
岩
押
し
て
見
る
寺
後
朴
咲
け
り 

良 

々 

 
 

朴
の
花
風
の
木
賊
洞
鞍
に
鈴
も
せ
し 

和 

露 

※
木
賊
洞
（
と
く
さ
ぼ
ら
）
：
久
々
野
の
地
名 

 
 

飛
騨
歩
荷
も
雇
ひ
越
す
日
の
朴
も
咲
け
る 

同 
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村
名
を
神
名
に
祢
宜
無
き
朴
花
の
宮 

桜 

南 

四 
 

 
 

朴
の
花
や
ぬ
く
み
あ
り
な
し
の
筧ト

ヒ

温
泉
浴
ぶ 

折 

柴 

 
 

夜
の
飛
騨
京
華
朴
の
花
坂
に
頒
つ
闇 

同 

 
 

蜂
の
立
つ
羽
光
り
や
朴
の
蕋し

べ

の
黄
に 

碧
梧
桐 

 
 

花
朴
の
国
境
に
海
の
見
ゆ
と
こ
ろ 

良 

々 

 
 

山
賎
が
帰
路
背
に
薫
る
朴
の
花 

同 

※
山
賎
（
や
ま
が
つ
）：
樵
や
猟
師 

山
で
生
業
を
う
る
人 

 
 

合
祀
紀
念
の
桜
ま
だ
小
さ
く
朴
は
盛
る
香
る 

鋤 

雲 

 
 

黒
谷
の
花
朴
見
し
が
今
日
は
柊
宮 

折 

柴 

 
 

宮
新
道
の
砂
利
配
置
朴
の
花
雨
に 

和 

露 

 
 

口
山
陽
に
平
氏
失
せ
し
山
朴
の
花 

折 

柴 

 
 

剥
製
鳥
は
雨
洗
ひ
や
宿
朴
散
り
て 

同 

五 
 

 
 

棚
田
高
尽
く
る
処
拓
き
余
せ
る
花
朴
に
や 

鋤 

雲 

 
 

花
朴
に
曇
る
橋
場
や
奥
は
祭
な
る 

良 

々 

 
 

薪
棚
の
数
栃
交
り
朴
の
咲
く 

碧
梧
桐 

 
 

葷
酒
山
門
に
入
る
を
許
さ
ず
幽
邃
の
奥
朴
の
花 

和 

露 

※
葷
酒
（
く
ん
し
ゅ
）
山
門
に
入
る
を
許
さ
ず 

こ
と
わ
ざ 

（
「
葷
」
は
韮
（
に
ら
）
・
葱
（
ね
ぎ
）・
大
蒜
（
に
ん
に
く
）
な
ど
の
香
り
の
強
い
野
菜
）
や
酒
は
僧
侶
の
心
を

乱
す
か
ら
寺
に
も
ち
こ
ん
で
は
い
け
な
い
。 

 
 

摘
葉
に
梯
子
せ
り
朴
の
花
夕 

同 

 
 

高
原
女
に
咲
く
は
朴
の
花
桑
摘
む
日 

山
梔
子 

 
 

朴
の
花
も
見
ず
な
れ
ば
少
し
野
広
く
て 

同 
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朴
の
花
の
製
材
所
下
は
瀬
と
な
り
て 

同 

 
 

馬
返
し
に
て
晴
れ
見
定
め
つ
朴
の
花 

鋤 

雲 

六 
 

 
 

昔
天
領
の
門
名
残
朴
の
花
そ
ゝ
る 

鋤 

雲 

 
 

栃
と
対
し
て
朴
や
花
白
ふ
谷
薫
る 

同 

 
 

力
士
白
真
弓
の
里
朴
の
太
し
き
が
咲
く 

折 

柴 

 
 

寺
訪
ふ
て
留
守
を
花
朴
に
虻
の
昼 

良 

々 

 
 

花
朴
の
峠
下
宮
に
俥
捨
つ 

同 

 
 

唄
三
昧
の
こ
の
里
に
生
立
ち
て
朴
花
見
た
り 

鋤 

雲 

 
 

登
山
信
者
に
花
朴
擎さ

さ

く
御
来
迎
や
ら
ん 

同 

 
 

朴
花
見
ん
と
松
泰
寺
来
て
撮
影
も
せ
り 

和 

露 

 
 

朴
の
花
も
散
る
干
鞍
の
歩
荷
宿 

同 

七 
 

 
 

砂
金
採
る
花
朴
に
河
鹿
早
き
聞
く 

良 

々 

 
 

皇
子
遺
跡
の
中
野
花
朴
勅
使
門 

鋤 

雲 

 
 

氷
室
開
く
に
朴
の
木
谷
の
花
蹴
鳥 

碧
梧
桐 

 
 

朴
の
花
に
白
映
へ
り
模
範
林
や
あ
る 

和 

露 

 
 

白
川
御
殿
花
朴
の
山
垂
れ
の
庭 

良 

々 

 
 

麦
埃
家
裏
山
に
ひ
と
り
花
朴
が 

折 

柴 
※
麦
埃
（
む
ぎ
ほ
こ
り
）
：
麦
う
ち
の
時
に
出
る
ほ
こ
り 

 
 

朴
花
薫
る
晨
山
宿
に
見
し
彼
の
娘コ 

同 

 
 

碑
の
字
俗
悪
を
言
ひ
合
へ
り
朴
の
花
散
る
に 

鋤 

雲 
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兎
角
し
て
地
獄
谷
下
り
つ
朴
の
香
の
つ
よ
さ 

同 

 
 

そ
ゝ
り
立
つ
朴
花
白
し
飛
騨
の
山
茶
屋
に 

同 

 
 

花
朴
に
鳥
居
あ
り
て
洞
尺
松
明
捨
て
場 

折 

柴 

 
 

近
ま
さ
り
花
と
知
る
朴
に
鳩
啼
い
て 

同 

 
 

城
は
鬼
柴
田
北
の
方
住
ま
れ
し
朴
の
花 

同 

 
 

晒
布
の
玉
川
跡
へ
花
朴
に
来
て 

同 

八 
 

 
 

紀
伊
は
高
匂
ふ
朴
の
花
に
梅
仙
の
里 

鋤 

雲 

 
 

病
婦
に
や
朴
咲
け
る
家
の
夏
炬
燵 

同 

 
 

竜
飛
に
珍
ら
花
朴
画
筆
抛
げ
し
処 

同 

 
 

峠
茶
店
の
青
畳
に
話
す
朴
の
花 

折 

柴 

 
 

木
場
の
博
奕
朴
の
花
時
を
木
地
屋
許
る 

菊 

字 

 
 

花
朴
の
香
こ
も
る
に
帰
依
仏
を
守
る 

鋤 

雲 

 
 

行
幸
跡
に
斎
く
岩
朴
の
花
に
来
て 

和 

露 

 
 

朴
の
花
の
宿
の
茶
は
薬
ま
が
ふ
味 

同 

 
 

朴
の
花
の
加
子
母
在
麦
は
刈
ら
ず
あ
る 

同 

 
 

今
も
名
の
杖
折
り
坂
開
山
の
朴
咲
け
る 

鋤 

雲 



令和 2年度近代文学館調査研究報告書 

―27― 

選 

句 

碧
選 

 

 
 

朴
の
花
に
白
映
へ
り
模
範
林
や
あ
る 

和 
露 

 
 

高
原
女
に
咲
く
は
朴
の
花
桑
摘
む
日 

山
梔
子 

 
 

一
瀬
二
平
ラ  

朴
咲
き
ぬ
釣
魚
香
に
立
ち
て 

鋤 

雲 

 
 

朴
の
花
も
見
ず
な
れ
ば
少
し
野
広
く
て 

山
梔
子 

 
 

近
ま
さ
り
花
と
知
る
朴
に
鳩
な
い
て 

折 

柴 

 

折
柴
選 

 

 
 

蜂
の
立
つ
羽
光
り
や
朴
の
蕋
の
黄
に 

碧
梧
桐 

 
 

皇
子
遺
跡
の
中
野
花
朴
勅
使
門 

鋤 

雲 

 
 

竜
飛
に
珍
ら
花
朴
画
筆
抛
げ
し
処 

同 

 
 

奥
峰
そ
ゝ
る
に
岩
尖
る
朴
の
咲
く
数
に 

碧
梧
桐 

 
 

花
朴
に
途
切
れ
町
磧
温
泉
の
あ
り
て 

良 

々 
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菊
字
盲
選 

 

 
 

朴
の
花
風
の
木
賊
洞
鞍
に
鈴
も
せ
し 

和 

露 

 
 

氷
室
開
く
に
朴
の
木
谷
の
花
蹴
鳥 

碧
梧
桐 

 
 

城
は
鬼
柴
田
北
の
方
住
ま
れ
し
朴
の
花 

折 

柴 

 
 

紀
伊
は
高
匂
ふ
朴
の
花
に
梅
仙
の
里 

鋤 

雲 

 
 

花
朴
に
曇
る
橋
場
や
奥
は
祭
な
る 
良 

々 

良
々
選 

 

 
 

宮
新
道
の
砂
利
配
置
朴
の
花
雨
に 

和 

露 

 
 

口
山
陽
に
平
氏
失
せ
し
山
朴
の
花 

折 

柴 

 
 

薪
棚
の
数
栃
交
り
朴
の
咲
く 

碧
梧
桐 

 
 

朴
の
花
も
散
る
干
鞍
の
歩
荷
宿 

和 

露 

 
 

朴
諸
葉
花
も
ゆ
る
滝
は
白
水
か 

鋤 

雲 

鋤
雲
妄 

 

 
 

花
朴
の
国
境
に
海
の
見
ゆ
処 

良 

々 

 
 

一
弁
散
り
一
弁
朴
の
ほ
ぐ
れ
行
く 

碧
梧
桐 

 
 

黒
谷
の
花
朴
見
し
が
今
日
は
柊
宮 

折 

柴 

 
 

蜂
の
立
つ
羽
光
り
や
朴
の
蕋
の
黄
に 

碧
梧
桐 

 
 

花
朴
に
途
切
れ
町
磧
温
泉
の
あ
り
て 

良 

々 
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桜
南
妄
選 

 

 
 

今
も
名
の
杖
折
り
坂
開
山
の
朴
咲
け
る 

鋤 

雲 

 
 

奥
峰
そ
ゝ
る
に
岩
尖
る
朴
の
咲
く
数
に 

碧
梧
桐 

 
 

櫛
材
乾
き
は
ぬ
る
岩
谺
朴
の
花
照
り
に 
菊 

字 

 
 

蜂
の
立
つ
羽
光
り
や
朴
の
蕋
の
黄
に 
碧
梧
桐 

 
 

黒
谷
の
花
朴
見
し
が
今
日
は
柊
宮 

折 
柴 

梔
選 

 

 
 

朴
の
花
や
ぬ
く
み
あ
り
な
し
の
筧
温
泉
浴
ぶ 

折 

柴 

 
 

一
ト 

 

瀬
二
タ  

平
朴
咲
き
ぬ
釣
魚
香
に
立
ち
て 

鋤 

雲 

 
 

登
山
信
者
に
花
朴
さ
ゝ
ぐ
御
来
迎
や
ら
む 

同 

 
 

花
朴
に
鳥
居
あ
り
て
洞
見
松
明
捨
て
場 

折 

柴 

 
 

山
図
大
略
を
飛
ぶ
鷲
や
朴
の
花
そ
ゝ
る 

鋤 

雲 

も
じ
ぢ
選 

 

 
 

病
婦
岩
朴
咲
け
る
家
の
夏
炬
燵 

鋤 

雲 

 
 

今
も
名
の
杖
折
り
坂
開
山
の
朴
咲
け
る 

同 

 
 

一
弁
散
り
一
弁
朴
の
ほ
ぐ
れ
行
き 

碧
梧
桐 

 
 

高
原
女
に
さ
く
は
朴
の
花
桑
摘
む
日 

山
梔
子 
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村
名
を
神
名
に
祢
宜
な
き
朴
花
の
宮 

桜 

南 

和
露
セ
ン 

 

 
 

山
図
大
略
を
飛
ぶ
鷲
や
朴
の
花
そ
ゝ
る 

鋤 

雲 

 
 

花
朴
に
鳥
居
あ
り
洞
見
松
捨
て
場 

折 

柴 

 
 

奥
峰
そ
ゝ
る
に
岩
尖
る
朴
の
咲
く
数
に 

碧
梧
桐 

 
 

薪
棚
の
数
栃
交
り
朴
の
咲
く 

同 

 
 

蜂
の
立
つ
羽
光
り
や
朴
の
蕋
の
黄
に 

同 

  

得 

票 

       
 

碧 
山 
梔 
子 

折 
 
柴 

菊 
 
字 

良 
 
々 

鋤 
 
雲 

桜 
 
南 

も 
み 
ぢ 

和 
 
露 

 

 ○○ ○ 
 
 

 
 ○ 

 
 

 
 ○ 碧師 

 
 
 ○○ 

 
 

 
 

○ 
○○ 

 
 

 
 

 
 梔 

○○  
 
 

 
 ○ ○○ 

 
 

 
 

 
 折 

○  ○ 
 
 

 
 ○ 

 
 

 
 ○○ 良 

○○ 
 
 ○ 

 
 ○○ 

 
 

 
 

 
 

 
 鋤 

○○  ○ ○ 
 
 ○ 

 
 

 
 

 
 桜 

○ ○  
 

 
 

 
 ○○ ○  

 
 
 も 

○ 
○○  ○  

 
 
 ○  

 
 
 

 
 和 

○  ○  
 ○ ○  

 
 
 ○ 菊 

12 3 8 1 4 12 1  4  
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第
三
節 

壬
子
六
月 

碧
師
来
高
紀
念 

於
月
波
楼
上 

（
原
本
資
料
・
福
田
鐐
造
氏
蔵
資
料
よ
り
） 

 

 

 
 

壬
子
九
月 

 
 

碧
師
来
高
記
念 

 
 

於 

月
波
僂
上 

 
 

蚊 

作
者
選
者
共
九
名 

 
 

二
十
八
句 

投 

句 

一 
 

 
 

逗
留
強
ゆ
に
蚊
少
き
を
脱
稿
の
宿 

鋤 

雲 

 
 

蚊
な
き
め
で
ゝ
馬
賞
得
し
祝
酒
酌
み
か
は
す 

同 

 
 

蚊
に
逃
げ
し
旅
に
又
山
あ
ぶ
の
苦
を
な
め
つ 

同 

 
 

蚊
の
諸
音
夕
ハ
タ
と
掛
物
煽
り
し
て 

折 

柴 

 
 

蚊
の
宿
の
葉
蕪
漬
に
色
あ
ら
ぬ 

良 

々 

 
 

国
分
寺
塔
仰
ぐ
山
椒
畑
の
蚊
に 

和 

露 

 
 

蚊
に
堪
へ
て
選
鉱
に
洗
ふ
光
る
物 

碧
梧
桐 

 
 

温
突
に
酔
ひ
し
が
草
床
の
蚊
の
夏
に 

折 

柴 

 
 

蚊
無
け
れ
ば
話
し
更
く
る
登
山
合
宿
所 

鋤 

雲 
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二 
 

 
 

須
磨
は
体
重
に
診
る
病
や
蚊
の
稍
々
に
鳴
く 
菊 

字 

 
 

お
ど
ろ
皀
角
子
の
蚊
柱
の
灸
師
許
訪
へ
り 
鋤 
雲 

※
皀
角
子
（
さ
い
か
ち
）
：
マ
メ
科
の
高
木 

 
 

蚊
を
焼
い
て
壁
の
目
紙
を
破
き
張
り
に 

良 

々 

 
 

夜
間
写
真
師
の
鉱
山
住
マ  

ひ
雨
漏
り
畳
の
蚊 

菊 

字 

 
 

棋
は
許
れ
ど
扈
従
の
間
蚊
火
乏
し
ら
に 

鋤 

雲 

※
扈
従
（
こ
し
ょ
う
）：
貴
人
に
し
た
が
う 

 
 

国
宝
拝
観
昼
の
蚊
の
廊
下
を
尾
し
て 

良 

々 

 
 

白
木
天
井
座
敷
に
も
飛
騨
の
昼
蚊
飛
ぶ 

折 

柴 

 
 

送
る
名
を
つ
い
同
行
蚊
払
ひ
雨
風
の
日 

同 

 
 

蚊
嗚
く
に
も
今
日
の
大
瀑
う
つ
ゝ
聞
く 

鋤 

雲 

 

三 
 

 
 

庭
不
二
に
月
も
欲
し
椽
に
蚊
雷
す 

鋤 

雲 

 
 

懊
悩
の
う
ち
に
尚
生
く
と
蚊
の
出
し
も
知
ら
ず 

山
梔
子 

 
 

家
を
分
つ
に
集
り
て
薮
蚊
繁
き
夕 

良 

々 

 
 

休
職
後
を
私
宅
住
ひ
蚊
の
殖
え
し
覚
ゆ 

鋤 

雲 

 
 

経
木
屑
の
蚊
柱
や
何
の
型
か
干
す 

和 

露 

 
 

酒
さ
む
る
頃
銀
屏
に
蚊
は
た
き
て 

同 

 
 

臨
末
御
書
拝
読
す
宿
は
蚊
の
夕 

山
梔
子 

 
 

古
川
在
の
田
舟
渡
し
や
群
る
薮
蚊 

折 

柴 

 
 

桑
高
木
枝
交
ゆ
昼
蚊
さ
す
所 

山
梔
子 

 
 

蚊
に
襲
は
る
手
枕
も
逢
ふ
べ
か
り
し
夜 

同 
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選 

句 

碧
選 

 

 
 

蚊
は
宿
の
芽
蕪
漬
に
色
あ
ら
ぬ 

良 

々 

 
 

蚊
鳴
く
に
も
け
ふ
の
大
滝
う
つ
ゝ
き
く 

鋤 

雲 

も
じ
ぢ
選 

 

 
 

蚊
に
襲
は
る
手
枕
も
逢
ふ
可
か
り
し
夜 

山
梔
子 

 
 

懊
悩
の
う
ち
に
尚
生
く
も
蚊
の
出
し
を
知
ら
ず 

同 
菊
字
妄
選 

 

 
 

庭
不
二
に
月
も
欲
し
椽
に
蚊
雷
す 

鋤 

雲 

 
 

桑
高
木
枝
交
ゆ
昼
蚊
さ
す
所 

山
梔
子 

桜
南
選 

 

 
 

温
突
に
酔
ひ
し
が
草
床
の
蚊
の
夏
に 

折 

柴 

 
 

棋
は
許
れ
ず
扈
従
の
間
蚊
火
乏
し
ら
に 

鋤 

雲 

良
々
選 

 

 
 

蚊
に
堪
へ
て
選
鉱
に
洗
ふ
光
る
物 

碧
梧
桐 
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白
木
天
井
座
敷
に
も
飛
騨
の
昼
蚊
飛
ぶ 

折 

柴 

折
柴
選 

 

 
 

桑
高
木
枝
交
ゆ
昼
蚊
さ
す
所 

山
梔
子 

 
 

蚊
の
宿
の
葉
蕪
漬
に
色
あ
ら
ぬ 

良 

々 

鋤
雲
選 

 

 
 

蚊
に
襲
は
る
手
枕
も
逢
ふ
べ
か
り
し
夜 

山
梔
子 

 
 

家
を
分
つ
に
集
り
て
や
ぶ
蚊
さ
す
夕 

良 

々 
和
露
選 

 

 
 

国
宝
拝
観
昼
の
蚊
の
廊
下
を
尾
し
て 

良 

々 

 
 

蚊
の
宿
の
葉
蕪
漬
に
色
あ
ら
ぬ 

同 

山
梔
子
選 

 

 
 

国
宝
拝
観
昼
の
蚊
の
廊
下
を
尾
し
て 

良 

々 

 
 

休
職
後
の
私
宅
住
ひ
蚊
の
殖
え
し
覚
ゆ 

鋤 

雲 
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得 

票 

 

   

碧 
山 
梔 
子 

折 
 
柴 

も 
み 
ぢ 

良 
 
々 

菊 
 
字 

桜 
 
南 

鋤 
 
雲 

和 
 
露 

 

 
 

 
 

 
 

 
 ○  

 
 
 ○  

 碧 

 
 

 
 

 
 

 
 ○  

 
 
 ○  

 梔 

 
 ○  

 
 
 ○  

 
 
 

 
 

 
 折 

 
 ○○  

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 も 

○  
 ○  

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 良 

 
 ○  

 
 
 

 
 

 
 

 
 ○  

 菊 

 
 

 
 

○  
 

 
 

 
 

 
 

○  
 桜 

 
 

○  
 

 
 

○  
 

 
 

 
 

 
 鋤 

 
 

 
 

 
 

 
 

○○  
 

 
 

 
 

 
 和 

1 5 2  6   4   
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写
真 

 

・
岩
下
栄
女(
月
波
楼
女
将) 

 

   

・
住
伊
書
店 
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・
俳
人
仲
間
記
念
写
真 

 

 

 

 

・
国
分
寺
の
銀
杏
前
記
念
写
真 
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・
松
泰
寺
句
会
の
様
子 

 

 

・
松
泰
寺
前
記
念
写
真 
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明
治
時
代
後
期
の
俳
人
手
蹟
な
ど 

第
一
章 
河
東
碧
梧
桐 

 

小
幅 

麦
稈
嵩
に
締
め
合
せ
あ
る
障
子 

 

 

 

軸(

扇
面) 

大
家
族
の
遺
す
家
ウ
リ
の
木
の
茂
り 

 

 

軸(

扇
面) 

御
母
衣
に
て
蚕
守
る
灯
も
見
え
な
く
に
榾
の
火
も
さ
さ
ず 

 

 

 

掛
軸 

第
一
楼
の
桜
だ
ら
け
の
中
か
い
島
便
り
す
る 
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軸(
短
冊) 

茶
箪
笥
の
水
仙
け
ふ
水
さ
し
ぬ 

 

 

 

掛
軸 

さ
く
ら
一
葉
ふ
た
葉
ち
里
ひ
と
能
ふ
天
わ
く 

 

 

 

掛
軸 

夏
柳
二
句 

分
水
起
工
水
量
る
頃
や
夏
柳 

 

葉
柳
に
書
肆
あ
り
て
客
も
掬
む
辻
井" 
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掛
軸 

焼
石
に
栖
む
虫
の
薊
裸
に
す 

明
治
四
十
二
年
七
月 

 

 

掛
軸 

毛
深
い
添
へ
馬
の
数
が
ふ
み
す
べ
る
雪 

 

 

 

掛
軸 

挙
児
賀 

雪
解
山
々
の
輝
け
ば
こ
の
家
の
第
一
子 

 

 

 

扇
面 

蚊
帳
を
取
れ
枕
に
近
き
水
音
に 
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短
冊 

凩
の
栃
平
の
山
遥
拝
所 

 

 

短
冊 

磧
の
人
の
行
く
方
へ
ゆ
く
春
の
水
嵩 

 

 

短
冊 

柚
落
と
す
竿
に
て
尖
れ
里 

 

   

第
二
章 

瀧
井
孝
作 

掛
軸 

朝
顔
や
日
で
り
つ
づ
き
の
朝
の
晴  

 

掛
軸 

無
限
抱
擁 
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掛
軸 

乗
鞍
に
雪
光
る
日
や
蕪
引 

 

掛
軸 

消
し
ゴ
ム
と
鉛
筆
の
机
蓬
餅 
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掛
軸 

東
山
北
白
川
の
初
時
雨 

 

 

掛
軸 

菜
畑
へ
子
供
の
は
い
る
裏
庇 

 

 

短
冊 

下
谷
浅
草
ボ
ー
と
笛
嗚
り
冬
の
夜 

大
正
五
年 

 

 

短
冊 

牡
蠣
船
か
ら
煤
ま
る
け
の
夕
日
が
赤
い 

大
正
六
年 

 

 

短
冊 

我
家
に
来
る
も
の
樅
の
葉
あ
び
た
り 

 

 

 

短
冊 

電
燈
つ
け
た
障
子
の
中
の
畳
に
寝
そ
べ
る 

 

 

 

短
冊 

枯
草
に
帽
子
を
お
く
か
む
り
と
ほ
し
た
る 

大
正
七
年 
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短
冊 

蜜
柑
の
荷
土
間
の
高
窓
の
二
つ 

大
正
五
年 

 

 

春
慶
丸
盆 

花
ぐ
も
り
笹
原
く
だ
る
山
魚
つ
り 

 

 

 

色
紙 

製
作
は
発
見
な
り 
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第
三
章 

岩
谷
山
梔
子 

掛
軸 
谺
す
る
家
に
住
み
つ
く
餘
寒
か
な 

 

 

短
冊 

学
に
気
狂
ひ
し
遠
祖
あ
り
わ
れ
に
返
り
咲
く 

 

 

短
冊 

自
笑
隻
聲
ニ
魂
を
の
ゝ
く
や
安
居
僧 

 

  
第
四
章 

柚
原
畦
菫 

掛
軸 

蚊
遺
り
す
る
妻
の
頬
白
し
草
の
闇 

 

 

短
冊 

吊 

瞑
想
の
眼
開
く
や
散
る
紅
葉 

 

 

短
冊 

吊 

帰
り
咲
く
花
に
ま
た
湧
く
思
ひ
か
な 
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短
冊 

折
柴
兄
ニ 

遇
ふ
冬
は
栴
檀
の
實
を
味
は
ん 

 

 

短
冊 

薬
堀
り
夢
ニ
見
し
よ
な
華
を
見
し 

 

 

短
冊 

寒
き
夜
の
炬
燵
ゆ
る
さ
ぬ
家
訓
か
な 

 

  

第
五
章 

柚
原
淇
澳 

掛
軸 

時
雨
し
て
偲
ぶ
翁
の
逸
事
か
な 
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第
六
章 

福
田
鋤
雲 

春
慶
盆 
日
か
け
に
て
う
れ
し
き
母
の
味
と
覚
え
り 

 

 

  

春
慶
盆 

秋
あ
は
勢
登
弟
子
等
子
満
じ
里 
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春
慶
盆 

無
花
集
十
方
ニ
飛
ろ
か
里
志
け
る
ふ 

 

 

短
冊 

丈
夫
さ
の
み
え
て
か
ほ
る
や
松
乃
花 

 

 

第
七
章 

小
鳥
良
々 

短
冊 

人
の
顔
に
似
た
秋
の
犬
に
つ
か
れ
た
り 

 

 

短
冊 

冬
の
岩
〓
女
全
身
の
息
つ
か
い 

 

 

短
冊 

祭
髪
の
そ
ゝ
く
れ
の
艶
に
免
か
し 
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第
八
章 

勇 

桂
雪 

短
冊 
山
吹
や
寝
覚
め
の
嗽
日
の
た
け
て 

 

 

第
九
章 

永
田
不
及 

春
慶
盆 

紅
梅
や
か
く
れ
家
さ
か
す
西
の
京 
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第
十
章 

西
本
小
夢 

春
慶
盆 
鶯
や
道
は
か
ど
ら
ぬ
小
半
日 

 

 

  

春
慶
盆 

白
川
の
関
は
跡
な
し
秋
の
風 
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春
慶
盆 
わ
き
足
ら
ぬ
と
こ
に
味
あ
り
一
夜
漬 

 

第
十
一
章 

伊
東
清
秋 

春
慶
盆 

晩
酌
や
孫
曾
孫
前
ニ
風
か
ほ
る 
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春
慶
盆 
如
是
我
聞 

 

第
十
二
章 

上
木
象
雨 

春
慶
盆 

碁
に
ま
け
て
金
時
に
寝
さ
春
の
雨 
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春
慶
盆 
抱
一
も
鶉
に
七
日
草
の
宿 

 

第
十
三
章 

柿
下
青
緑 

春
慶
盆 

漣
の
寄
す
れ
ば
う
ご
く
落
葉
可
那 
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春
慶
盆 
若
竹
の
す
れ
あ
ふ
音
之
朔
能
月 

 

 

  

春
慶
盆 

子
を
寝
か
す
団
扇
や
母
の
も
ら
似
風 
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第
十
四
章 

中
村
不
折 

掛
軸 
両
客
此
相
違
百
年
・
・
碧
岸
吹
笛
対
青 

 

 

第
十
五
章 

川
西
和
露 

扇
面 

淡
雪
に
秀
歌
せ
し
と
て
嫁
か
さ
里 
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そ
の
他 

第
一
章 
明
治
大
正
俳
人
筆
跡
屏
風 

 

 

内
藤
鳴
雪 

迎
へ
し
は
古
来
稀
な
る
ま
で
ぢ
や
げ
な 

鳴 

雪 

 

 

巖
谷
小
波 

河
豚
食
う
て
心
も
太
く
な
り
に
け
り 

 

小 

波 

 

 

伊
藤
松
宇 

大
鵬
の
翼
か
へ
す
や
青
嵐 

七
十
叟
松
宇
山
人 

 

 

高
浜
虚
子 

千
両
取
る
手
許
の
水
の
小
揺
哉 

 
 

 

虚 

子 

 

 

河
東
碧
梧
桐 

巣
立
ち
し
て
羽
ふ
る
ふ
わ
き
見
て
あ
る
や 

碧 

 

 
荻
原
井
泉
水 

掉
さ
し
て
月
の
た
ゝ
中 

 
 

 
 

 
 

井 

泉 
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滝
井
折
柴 

年
の
市
の
す
ず
か
け
の
並
木
に
我
ら
列
つ
く
り 

折 

柴 

 

 

喜
谷
六
花 

銀
杏
や
會
上
八
万
四
千
の
顱 

 
 

 
 

六 

花 

 

 

前
田
普
羅 

大
凍
に
衆
山
径
を
交
は
し
け
り 

 
 

 
 

 

普 

羅  

 

青
木
月
斗 

し
ろ
〱
と
入
日
さ
ま
し
つ
秋
の
風 

 
 

 

月 

斗 

 

 

嶋
田
青
峰 

灯
を
享
け
て
薄
は
高
し
草
の
中 

 
 

 
 

 

青 

峰  

 

星
野
麦
人 

着
衣
始
も
の
に
甲
斐
あ
る
女
の
子 

 
 

 
 

麦 

人  

 

安
斉
桜
磈
子 

落
葉
人
に
焚
か
れ
ず
太
る
橡
の
木 

 
 

 
 

桜
磈
子  

 

岩
谷
山
梔
子 

学
に
氣
狂
ひ
し
遠
祖
あ
り
わ
れ
に
返
り
咲
く 

 

梔 
  

 

不
明 

飯
笊
の
櫃
と
別
れ
や
去
ぬ
燕 

 
 

 
 

 
 

八
重
桜  

 
伊
藤
観
魚 

柝
を
㨶
か
る
る
半
日
母
の
お
一
人 

 
 

 
 

 

観 
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第
二
章 

瀧
井
孝
作
ら
か
ら
中
谷
芋
子
へ
の
手
紙
（
七
通
） 
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第
三
章 

高
山
市
街
略
図
（
明
治
四
十
二
年
九
月
二
十
日
発
行 

住
廣
造
） 

［
旅
館
］ 

１ 

上
向
町 
三
川
屋 

２ 
 

同 
 

平
野
屋 

３ 

浦 

町 

加
藤
屋 

４ 

朝
日
町 

金
亀
館 

５ 

二
ノ
町
上 

長
瀬
旅
館 

６ 

一
ノ
町
下 

桐
屋
旅
館 

７ 
 

同 
 

井
端
旅
館 

［
商
店
そ
の
他
］ 

い 

川
原
町 

梅
盛
園(

落
雁
他) 

ろ 
 

同 
 

月
波
僂(

御
料
理) 

は 

神
明
町 

洲
岬
屋 

に 

安
川
通 

原
三
薬
店 

ほ 
 

同 
 

住
伊
書
店 

へ 
 

同 
 

飛
騨
銀
行 

と 
 

同 
 

三
島
豆
本
舗 

ち 

二
ノ
町 

い
く
代(

仕
出
し) 

り 
 

同 
 

高
山
新
報
社 

ぬ 
 

同 
 

芳
國
社(

渋
草
焼) 

る 
 

同 
 

平
田
書
店 

を 
 

同 
 

上
木
枡
店(

量
器) 

わ 
 

同 
 

柿
下
通
天
堂(

薬) 

か 

一
ノ
町 

内
山
忠
一
郎
商
店(

薬) 

よ 

大
新
町 

福
田
吉
郎
兵
衛(

春
慶) 

た 
 

同 
 

松
山
利
平(

織
物) 

飛
騨
高
山
ま
ち
の
博
物
館
所
蔵 

筆
者
に
て
一
部
加
工
・
記
入 



              

 

高
山
市
近
代
文
学
館
調
査
・
研
究
報
告
書 

 

令
和
三
年
三
月
発
行 

 

編 

集 
 

一
般
社
団
法
人 

高
山
市
文
化
協
会 

印 

刷 
 

飛

騨

印

刷

株

式

会

社 

高
山
市
西
之
一
色
町
三―

六
四
七―

二
八 

電
話 

（
〇
五
七
七
）
三
二―

一
一
九
一
（
代
） 


